
住民基本台帳　（前月比）
計 42,005 （－43）
男 19,896 （－17）
女 22,109 （－26）

世帯数 18,030 （　－6）

※65歳以上人口
計 14,612人  男 6,320人  女 8,292人

平成29年９月１日現在

市民のうごき
◆市政の窓
◆写メール大募集
◆決算のあらまし
◆県高校総体優勝おめでとう
◆情報ひろば
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高
越
小
学
校
・
こ
ど
も
園（
仮
称
）

　

高
越
小
学
校
・
高
越
こ
ど
も
園

（
仮
称
）
の
校
舎
お
よ
び
園
舎
に

つ
い
て
は
、
８
月
10
日
に
定
礎
式

を
行
い
、
15
日
に
落
成
し
ま
し
た
。

　

川
田
中
幼
稚
園
・
小
学
校
、
山

川
南
保
育
所
の
移
転
も
完
了
し
、

保
育
所
は
８
月
23
日
か
ら
新
園
舎

で
保
育
活
動
を
行
っ
て
お
り
、
幼

稚
園
・
小
学
校
も
２
学
期
か
ら
の

教
育
活
動
を
新
し
い
校
舎
で
ス

タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、川
田
中
小
学
校
の
校
舎
・

体
育
館
の
解
体
と
山
川
南
保
育
所

の
減
築
を
行
い
、
運
動
場
と
園
庭

お
よ
び
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
施

設
を
整
備
し
ま
す
。

　

今
後
の
予
定
と
し
て
は
、
平
成

30
年
３
月
末
に
落
成
式
、
４
月
に

は
開
校
・
開
園
式
が
行
え
る
よ
う

準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
中
心
市
街
地
活
性
化
の
推
進

　

一
昨
年
か
ら
進
め
て
い
る
「
都

市
再
生
整
備
計
画
事
業
」
に
つ
い

て
、
５
月
か
ら
設
計
業
務
に
着
手

し
、
ア
リ
ー
ナ
な
ど
の
基
本
設
計

の
素
案
が
ま
と
ま
り
、
施
設
利
用

関
係
者
や
団
体
の
皆
さ
ん
に
設
計

素
案
の
説
明
を
行
い
、
皆
さ
ん
か

ら
の
意
見
や
要
望
を
基
に
基
本
設

計
が
完
了
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
Ｊ
Ａ
厚
生
連
に
よ
る
麻

植
協
同
病
院
の
解
体
に
つ
い
て

７
月
下
旬
に
周
辺
住
民
へ
の
事
業

説
明
を
行
い
、
解
体
工
事
に
着
手

し
て
い
ま
す
。
工
事
完
了
は
来
年

２
月
下
旬
の
予
定
で
あ
り
、
完

了
後
は
用
地
取
得
の
手
続
き
を

進
め
ま
す
。

　

今
後
も
皆
さ
ん
の
意
見
や
要
望

を
伺
い
、
多
く
の
市
民
が
憩
え
る

場
と
し
て
、
ま
た
、
活
力
や
に
ぎ

わ
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
拠
点

施
設
と
な
る
よ
う
進
め
ま
す
。

　
鴨
島
東
部
地
区
認
定
こ
ど

　
も
園
の
進し

ん

捗ち
ょ
く

状
況

　

６
月
に
着
工
し
た
鴨
島
東
部
地

区
認
定
こ
ど
も
園
建
設
用
地
な
ど

の
造
成
に
つ
い
て
は
、
国
道
か
ら

の
進
入
路
お
よ
び
国
道
部
分
の
歩

道
や
路
面
標
記
区
画
線
の
変
更
工

事
、
ま
た
、
駐
車
場
の
地
盤
改
良

工
事
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。　

　

８
月
か
ら
は
、
牛
島
小
学
校
運

動
場
部
分
の
防
球
フ
ェ
ン
ス
や
遊

具
の
移
設
な
ど
を
行
っ
て
お
り
、

舗
装
工
事
以
外
の
工
事
に
つ
い
て

は
12
月
末
の
完
了
に
向
け
進
め
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
30
年
１
月
か
ら
園

舎
建
築
工
事
に
も
着
手
の
予
定
で
、

新
し
い
時
代
の
教
育
・
保
育
の
場

と
し
て
、
平
成
31
年
４
月
の
開
園

に
向
け
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
教
育
に
強
い
ま
ち
づ
く
り 

●
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
キ
ャ
ン
プ
の

実
施

　

英
語
教
育
の
充
実
と
推
進
を
図

る
た
め
、
石
田
増
男
教
育
振
興
基

金
を
活
用
し
た
、
夏
休
み
の
「
イ

ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
キ
ャ
ン
プ
」
を
市

内
各
所
で
実
施
し
ま
し
た
。
小
学

生
は
日
帰
り
で
８
月
９
日
・
10
日

の
２
回
に
分
け
て
49
人
が
、
中
学

生
は
８
月
23
日
か
ら
１
泊
２
日
で

24
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

Ａ
Ｌ
Ｔ
と
と
も
に
ゲ
ー
ム
な
ど

の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
通
し
て
、

英
語
漬
け
の
生
活
を
体
験
す
る
中

で
、
外
国
の
文
化
に
触
れ
、
意
欲

的
に
英
会
話
を
楽
し
む
活
動
を
展

開
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
児
童
・
生
徒
が
英
語

を
使
う
体
験
活
動
や
外
国
人
と
の

交
流
を
持
つ
機
会
を
設
け
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
や
語
学

力
を
高
め
、
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
で

活
躍
で
き
る
人
材
の
育
成
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

●
吉
野
川
市　
市
民
コ
ン
サ
ー
ト

事
業

　

吉
野
川
市
市
民
コ
ン
サ
ー
ト
を

７
月
22
日
、
鴨
島
公
民
館
で
開
催

し
、
秋
山
和
慶
氏
の
指
揮
の
も
と
、

65
人
編
成
の
「
と
く
し
ま
国
民
文

化
祭
記
念 

管
弦
楽
団
」
の
演
奏

を
約
４
５
０
人
が
鑑
賞
し
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
演
奏
で
は
、
鴨

島
第
一
中
学
校
ウ
イ
ン
ド
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
部
38
人
が
、
プ
ロ
指
揮
者

の
特
別
指
導
の
成
果
を
十
分
に
発

揮
し
た
演
奏
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
子
ど
も
た
ち
が
さ
ま

ざ
ま
な
芸
術
を
享
受
す
る
と
と
も

に
、
文
化
の
香
る
教
育
環
境
を
整

え
て
い
き
ま
す
。

●
山
瀬
小
学
校
夜
間
照
明
改
修
整

備
事
業

　

平
成
30
年
度
の
山
川
東
部
地
区

こ
ど
も
園
開
園
に
併
せ
て
、
山
瀬

小
学
校
夜
間
照
明
を
整
備
し
、
既

設
の
６
基
を
撤
去
し
て
、
新
た
に

Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
夜
間
照
明
７
基
を
設
置

し
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

の
活
動
は
も
と
よ
り
、
地
域
住
民

の
体
力
向
上
お
よ
び
健
康
増
進
、

ま
た
、
災
害
時
の
指
定
緊
急
避
難

場
所
と
し
て
、照
明
施
設
が
安
全
・

安
心
を
与
え
る
心
強
い
も
の
に
な

る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

市政の窓

　平成29年９月吉野川市議
会定例会開会日、川真田市長
は、平成29年度のこれまで
の成果と今後の市政運営方針
について、その所信を表明し、
市民の皆さんや市議会に理解
と協力を求めました。要旨は
次のとおりです。

市政の窓

クイズゲームを楽しむ子どもたち



●
小
学
校
ト
イ
レ
の
洋
式
化

　

公
立
小
・
中
学
校
ト
イ
レ
の
洋

式
化
率
は
、
全
国
的
に
も
低
く
、

本
市
に
お
い
て
も
、
特
に
小
学
校

ト
イ
レ
の
改
修
が
進
ん
で
い
な
い

状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
「
ト
イ
レ
の
洋
式
化
を
進
め
る

こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
が
ト
イ
レ

に
行
き
や
す
く
な
り
、
安
心
し
て

勉
強
に
集
中
で
き
る
よ
う
に
な

る
」、「
避
難
所
と
し
て
の
学
校
施

設
の
機
能
強
化
に
つ
な
が
る
」
な

ど
の
利
点
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

  

本
市
で
は
、
本
年
度
か
ら
３
カ

年
を
目
安
と
し
て
、
年
次
計
画
で
、

市
内
小
学
校
ト
イ
レ
の
洋
式
化
を

図
り
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
鴨
島
小
学
校
を
は

じ
め
４
小
学
校
の
改
修
を
行
い
、

工
事
の
完
了
は
10
月
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

　
若
い
世
代
に
魅
力
あ
る

　
ま
ち
づ
く
り

●
徳
島
ヴ
ォ
ル
テ
ィ
ス
ホ
ー
ム
タ

ウ
ン
事
業

　

９
月
23
日
（
土
曜
日
・
秋
分
の

日
）
に
、
鳴
門
・
大
塚
ス
ポ
ー
ツ

パ
ー
ク
ポ
カ
リ
ス
エ
ッ
ト
ス
タ
ジ

ア
ム
に
て
、
本
市
初
の
「
吉
野
川

市
民
デ
ー
」
を
開
催
し
ま
す
。　

　

対
戦
相
手
は
、
Ｆ
Ｃ
町
田
ゼ
ル

ビ
ア
で
、
午
後
４
時
の
キ
ッ
ク
オ

フ
で
す
。

　

記
念
す
べ
き
こ
の
一
戦
か
ら
、

本
市
の
魅
力
を
全
国
に
発
信
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
小
・
中
・
高
校
生
は

無
料
招
待
、
ま
た
、
大
人
も
優
待

価
格
に
て
入
場
で
き
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
、
多
く
の
市
民
に
ス
タ
ジ
ア

ム
に
足
を
運
ん
で
い
た
だ
き
、
本

市
初
の
「
吉
野
川
市
民
デ
ー
」
を

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

※
試
合
は
終
了
し
て
い
ま
す
。

●
移
住
・
定
住
の
促
進

　

移
住
者
の
受
け
入
れ
・
交
流
体

制
な
ど
の
整
備
の
た
め
、
４
月
に

庁
内
に
移
住
交
流
支
援
セ
ン
タ
ー

を
設
置
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
移
住
者
と
地
域
の
方

を
結
ぶ
「
移
住
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
」
候
補
者
を
現
在
募
集
し
て

お
り
、
本
年
度
中
に
地
域
の
実
情

に
精
通
し
た
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

の
育
成
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
本
市
の
魅
力
を
広
く
発

信
す
る
た
め
、
本
年
度
の
シ
テ
ィ

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
第
１
弾
と

し
て
、
シ
ネ
マ
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
北

島
に
て
、
本
編
放
映
前
の
15
秒
間
、

本
市
の
Ｐ
Ｒ
動
画
を
放
映
し
て
い

ま
す
。

　

今
後
も
、
定
住
・
環
流
・
移
住

の
流
れ
を
加
速
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

　
地
域
の
個
性
を
生
か
し
た

　
ま
ち
づ
く
り

●
農
業
委
員
・
農
地
利
用
適
正
化

推
進
委
員
の
選
出

　

法
改
正
に
よ
り
、
農
業
委
員
の

選
出
方
法
が
公
選
制
か
ら
公
募
に

よ
り
、
議
会
の
同
意
を
も
っ
て
任

命
す
る
よ
う
改
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
農
地
等
の
利
用
の
最
適

化
推
進
を
強
力
に
進
め
る
た
め
、

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
が
新

設
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
市
で
は
、
現
在
公
選
・
推
薦

委
員
の
37
人
が
在
職
し
て
い
ま
す

が
、
今
議
会
に
提
案
し
た
農
業
委

員
の
案
件
に
同
意
を
得
ら
れ
る
と
、

10
月
か
ら
農
業
委
員
19
人
、
農
地

利
用
最
適
化
推
進
委
員
17
人
で
、

新
体
制
に
変
わ
り
ま
す
。

　

本
市
の
農
業
委
員
と
推
進
委
員

が
緊
密
に
連
携
を
組
み
、
明
る
い

地
域
農
業
の
未
来
を
切
り
開
い
て

い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

●
代
替
バ
ス
の
車
両
更
新
と
路
線

の
延
長

　

美
郷
地
区
の
代
替
バ
ス
は
、
過

疎
地
域
に
お
け
る
交
通
手
段
の
確

保
の
た
め
運
行
し
て
い
ま
す
が
、

現
在
運
行
中
の
バ
ス
車
両
は
、
取

得
か
ら
７
年
が
経
過
し
、
走
行
距

離
も
50
万
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
達
し
、

使
用
の
限
界
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
安
全
安
心
な
公
共
交
通
機

関
を
確
保
す
る
た
め
、
年
内
に
車

両
の
更
新
を
す
る
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
５
月
１
日
か
ら
は
、

地
域
の
方
々
の
要
望
に
よ
り
、「
美

郷
の
湯
」
が
あ
る
奥
丸
停
留
所
を

新
設
し
、
路
線
の
延
長
も
し
て
い

ま
す
。

　

代
替
バ
ス
の
運
行
に
よ
り
、
住

民
の
貴
重
な
交
通
手
段
の
確
保
の

み
な
ら
ず
、
人
・
物
・
観
光
の
各

拠
点
を
結
ぶ
こ
と
で
、
多
種
多
様

な
交
流
が
増
え
る
と
と
も
に
、
過

疎
地
域
で
の
新
た
な
生
活
の
発
見

と
活
力
を
生
み
だ
す
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

　
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

●
避
難
所
機
能
の
強
化

　

大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
た
場

合
、
被
災
し
た
多
く
の
方
が
避
難

所
で
の
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
避
難
者
の
生
命
や
健

康
を
守
る
た
め
、
ト
イ
レ
を
は
じ

め
と
し
た
避
難
所
機
能
の
充
実
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

本
年
３
月
、
徳
島
県
で
は
、
避

難
生
活
の
質
の
向
上
を
目
的
に

「
徳
島
県
災
害
時
快
適
ト
イ
レ
計

画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

本
市
も
こ
の
計
画
を
基
に
、
避

難
所
に
お
け
る
ト
イ
レ
環
境
の
改

善
に
向
け
、
避
難
所
機
能
の
強
化

を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

作成したＰＲ動画



紙
面
の
関
係
で
、
要
旨
部
分
の
み
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス　

http://w
w
w
.city.yoshinogaw

a.lg.jp
●
障
害
者
差
別
解
消
支
援
地
域
協

議
会

  

昨
年
の
４
月
に
施
行
さ
れ
た
障

害
者
差
別
解
消
法
で
は
、
障
が
い

者
差
別
の
解
消
に
向
け
て
、
関
係

機
関
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
障
害
者

差
別
解
消
支
援
地
域
協
議
会
を
組

織
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

  

本
市
で
は
、
10
月
の
設
置
に
向

け
協
議
を
重
ね
て
お
り
、
相
談
支

援
事
業
者
、
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ

ス
事
業
者
、
医
療
機
関
な
ど
に
加

え
、
各
障
が
い
者
団
体
か
ら
も
広

く
委
員
と
し
て
参
画
し
て
い
た
だ

き
、
地
域
に
お
け
る
障
が
い
者
差

別
の
状
況
を
共
有
し
、
解
決
方
法

を
検
討
す
る
場
と
し
ま
す
。

  

今
後
も
、
障
が
い
の
あ
る
方
が

地
域
と
関
わ
り
を
持
ち
、
共
に
歩

む
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に
向
け
、

市
・
市
民
・
関
係
機
関
な
ど
が
一

体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

　
上
下
水
道
料
金
徴
収
業
務
等

　
包
括
的
民
間
委
託
の
成
果

　

平
成
25
年
１
月
１
日
か
ら
上
下

水
道
料
金
の
一
体
徴
収
を
民
間
へ

業
務
委
託
し
、
直
営
時
と
比
べ
て

収
納
率
は
上
水
道
で
約
１
・
５
％

向
上
し
98
・
５
％
に
、
下
水
道
に

お
い
て
も
約
１
％
向
上
し
99
・
２

％
と
な
り
、
大
き
な
成
果
を
挙
げ

て
い
ま
す
。

  

今
後
と
も
包
括
的
民
間
委
託
業

務
を
継
続
し
、
安
定
し
た
経
営
状

況
を
築
く
た
め
、
滞
納
料
金
の
早

期
回
収
な
ど
、
さ
ら
な
る
収
納
率

の
向
上
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
決
算
認
定

◇
平
成
28
年
度
吉
野
川
市
一
般
会

計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

◇
平
成
28
年
度
吉
野
川
市
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

認
定
な
ど
の
特
別
会
計
の
決
算
認

定
７
件

（
決
算
の
あ
ら
ま
し
は
、
５
～
７

ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

◇
平
成
28
年
度
吉
野
川
市
水
道
事

業
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

（
水
道
事
業
会
計
決
算
の
あ
ら
ま

し
は
、
８
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

　
予　
算

◇
平
成
29
年
度
吉
野
川
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
億
７
８

３
６
万
８
千
円
を
追
加
し
、
総
額

を
２
２
５
億
５
６
３
７
万
８
千
円

と
し
ま
し
た
。

◇
平
成
29
年
度
吉
野
川
市
介
護
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

な
ど
特
別
会
計
の
補
正
予
算
５
件

◇
平
成
29
年
度
吉
野
川
市
水
道
事

業
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　
人　
事

◇
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
い
て

　

前
任
者
の
任
期
満
了
に
伴
い
新

た
に
委
員
に
推
薦
し
た
い
た
め
、

議
会
に
対
し
て
意
見
を
求
め
た
も

の
で
す
。

山
口
晋
右
（
や
ま
ぐ
ち
・
し
ん
す

け
）
氏
＝
65
歳
、
鴨
島
町
牛
島

　

任
期
満
了
に
伴
い
再
度
委
員
に

推
薦
す
る
た
め
、
議
会
に
対
し
て

意
見
を
求
め
た
も
の
で
す
。

松
家
久
美
（
ま
つ
か
・
く
み
）
氏

＝
69
歳
、
川
島
町
学

　
広
報
よ
し
の
が
わ
平
成
30
年
１

月
号
の
表
紙
に
掲
載
す
る
写
真
と

し
て
、市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の「
笑

顔
あ
ふ
れ
る
写
メ
」
を
大
募
集
し

ま
す
。お
持
ち
の
携
帯
電
話
の
カ

メ
ラ
機
能
を
使
っ
て
、
笑
顔
の
写

メ
ー
ル
を
次
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。募
集
要

項
は
次
の
と
お
り
で
、
年
齢
制
限

な
ど
は
あ
り
ま
せ
ん
。た
く
さ
ん

の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

募
集
点
数
　
１
０
０
点（
先
着
順
）

応
募
条
件
　
被
写
体
の
方
が
、
吉

野
川
市
内
に
在
住
の
方

作
品
テ
ー
マ
　
笑
顔

作
品
形
式
　
Ｖ
Ｇ
Ａ
以
上
（
で
き

る
だ
け
き
れ
い
に
）

※

フ
ァ
イ
ル
サ
イ
ズ
は
、
特
に
制

限
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
メ
ー
ル
添

付
で
送
れ
る
サ
イ
ズ
以
内

応
募
方
法
　
撮
影
し
た
携
帯
電
話

の
写
真
を
メ
ー
ル
に
添
付
し
て
、

投
稿
者
の
住
所
、氏
名
、年
齢
、電

話
番
号
、
被
写
体
の
氏
名
、
チ
ャ

チ
ャ
ナ
ビ
笑
顔
時
計
へ
の
掲
載
希

望
の
有
無
を
書
い
て
メ
ー
ル
で
お

送
り
く
だ
さ
い
。

注
意
点

①
被
写
体
の
了
承
を
得
た
う
え
で
、

ご
応
募
く
だ
さ
い
。

②
写
真
は
縦
で
撮
っ
て
く
だ
さ
い
。

③
被
写
体
は
、
１
枚
に
つ
き
１
人

で
お
願
い
し
ま
す
。

④
写
真
は
顔
の
ア
ッ
プ
で
お
願
い

し
ま
す
。

⑤
一
人
の
方
が
何
点
で
も
ご
応
募

い
た
だ
け
ま
す
が
、
掲
載
に
つ
い

て
は
被
写
体
１
人
に
つ
き
１
回
限

り
と
し
ま
す
。

⑥
画
像
加
工
（
特
殊
効
果
や
文
字

の
挿
入
な
ど
）
を
し
た
作
品
は
掲

載
で
き
ま
せ
ん
。

⑦
掲
載
に
不
適
切
で
あ
る
と
思
わ

れ
る
写
真
は
、
掲
載
で
き
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。

⑧
携
帯
電
話
を
お
持
ち
で
な
い
方

は
、
撮
っ
た
写
真
の
プ
リ
ン
ト
も

し
く
は
デ
ー
タ
を
市
役
所
ま
で
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

※

写
真
の
掲
載
位
置
に
つ
い
て
は
、

市
で
決
定
し
ま
す
。

応
募
期
限
　
11
月
17
日
㈮

　

問
い
合
わ
せ

市
秘
書
広
報
課
☎
22－

２
２
０
３

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

hishokouhou@yoshinogawa.i-tokushima.jp



気
を
つ
け
て　

さ
ゆ
う
か
く
に
ん　

車
な
し

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》

木
村　

未
歩
（
上
浦
小
学
校
２
年
）

　

普
通
会
計
　
決
算
概
要
等

　

平
成
28
年
度
普
通
会
計
の
決
算

額
は
、
歳
入
総
額
２
０
６
億
３
５

３
２
万
５
千
円
、
歳
出
総
額
１
９

６
億
６
３
９
１
万
５
千
円
と
な
り
、

平
成
29
年
度
へ
の
繰
越
事
業
に
充

て
る
１
億
６
３
１
０
万
６
千
円
を

差
し
引
き
、
実
質
収
支
は
８
億
８

３
０
万
４
千
円
の
黒
字
と
な
り
ま

し
た
。

　

平
成
28
年
度
決
算
に
よ
り
、
普

通
会
計
の
市
の
預
貯
金
に
あ
た
る

基
金
残
高
は
、
６
億
３
９
２
４
万

６
千
円
増
の
１
１
９
億
９
４
２
５

万
９
千
円
に
、
市
の
借
金
に
あ
た

る
市
債
残
高
は
、
６
億
７
６
７
６

万
２
千
円
減
の
２
２
５
億
２
１
６

２
万
円
に
な
り
ま
し
た
。

　

普
通
会
計
　
歳
入

　

市
に
入
っ
て
く
る
お
金
は
、
大

き
く
「
自
主
財
源
」
と
「
依
存
財

源
」
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

自
主
財
源
は
、
市
が
自
主
的
に
収

入
で
き
る
財
源
の
こ
と
で
、
市
税
、

使
用
料
、
手
数
料
、
財
産
収
入
、

基
金
か
ら
の
繰
入
金
な
ど
が
該
当

し
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
、
依
存
財

源
は
、
国
や
県
の
意
思
に
よ
っ
て

定
め
ら
れ
た
額
を
交
付
さ
れ
る
財

源
の
こ
と
で
、
国
・
県
支
出
金
、

地
方
交
付
税
の
ほ
か
、
市
債
な
ど

が
該
当
し
ま
す
。

○
自
主
財
源

　

自
主
財
源
は
、
前
年
度
と
比
較

し
て
、
軽
自
動
車
税
の
重
課
税
率

の
適
用
開
始
や
企
業
の
業
績
改
善

に
よ
り
市
税
が
増
と
な
っ
た
こ
と

な
ど
に
よ
り
、
自
主
財
源
全
体
で

は
１
億
７
４
８
６
万
９
千
円
の
増

と
な
り
ま
し
た
。
自
主
財
源
の
歳

入
総
額
に
対
す
る
割
合
は
29
・
６

％
（
前
年
度
比
０
・
９
ポ
イ
ン
ト

増
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

○
依
存
財
源

　

依
存
財
源
は
、
国
庫
支
出
金
が

普
通
建
設
事
業
の
増
に
よ
り
２
億

７
８
０
７
万
８
千
円
増
加
し
た
一

方
、
地
方
交
付
税
が
合
併
支
援
策

と
し
て
の
加
算
が
年
々
縮
減
さ
れ

て
い
る
た
め
２
億
４
２
４
８
万
３

千
円
減
少
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、

依
存
財
源
全
体
で
は
、
２
億
８
０

６
万
８
千
円
の
減
と
な
り
、
依
存

財
源
の
歳
入
総
額
に
対
す
る
割
合

は
70
・
４
％
（
前
年
度
比
０
・
９

ポ
イ
ン
ト
減
）
と
な
り
ま
し
た
。

　平成28年度の吉野川市の決算が、9月市議会定例会で認定されました。
　一般会計および特別会計の収支は、すべて黒字となり、「地方公共団体の
財政の健全化に関する法律」に基づく健全化判断比率と資金不足比率は、
すべて基準以下となりました。
　ここでは普通会計（※）という区分を用いて決算の概要を説明していき
ます。
※普通会計とは、地方公共団体の財政状況を統一的に把握し、財政比較するために
　使われる会計区分のことです。

平成28年度

決算

歳入

206億3,532万5千円歳 入

・分担金および
負担金
・使用料および
手数料
・財産収入
・繰越金
・寄附金
・諸収入

市税
40億7,212万9千円
（19.7%）

その他
19億3,370万5千円
（9.4%）

繰入金
9,587万1千円
（0.5%）

市債
15億270万円
（7.3%）

地方交付税
78億8,722万7千円
（38.2%）

地方譲与税・
各種交付金
9億8,309万5千円
（4.8%）

国庫支出金
28億6,862万円
（13.9%）

県支出金
12億9,197万8千円
（6.2%）

自主
財源
29.6%依存

財源
70.4%

　市の財政状況をより分かりやすくするため、平成28年度の普通会計決算を家計簿にたとえ
てみました。ここでは、平成28年度普通会計決算額を約１万分の１にして計算しています。家計簿にたとえると

収入
区　　　分 金額（円） 構成比（%） 対応する決算

自

　
　
　

主

給 料 407,000 19.7 市税

パ ー ト 収 入 40,000 1.9 使用料・手数料、分担金

雑 収 入 47,000 2.3 寄附金、諸収入

資産の売り払いなど 10,000 0.5 財産収入

前年からの繰越金 96,000 4.7 繰越金

預金の取り崩しなど 10,000 0.5 繰入金

依
存
親からの仕送り 1,303,000 63.1 地方交付税、国・県支出

金、地方譲与税など

銀行からの借入 150,000 7.3 市債

合　　計 2,063,000 100.0

支出
区　　　分 金額（円） 構成比（%） 対応する決算

生 活 費 545,000 27.7 人件費、物件費

ロ ー ン 返 済 238,000 12.1 公債費

家 の 増 改 築 な ど 172,000 8.8 投資的経費

家や車の維持修繕 7,000 0.3 維持補修費

子どもへの仕送り 273,000 13.9 繰出金

自治会費、加入組合費など 223,000 11.4 補助費等

医療・介護・教育費 435,000 22.1 扶助費

雑 支 出 0 0.0 投資および出資金・貸付金

定 期 預 金 73,000 3.7 積立金

合　　計 1,966,000 100.0



い
そ
が
ず
に　

じ
か
ん
に
よ
ゆ
う　

あ
ん
ぜ
ん
と
う
校

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》

鎌
田　

悠
矢
（
牛
島
小
学
校
２
年
）

　

普
通
会
計
　
歳
出

　

市
が
支
払
う
お
金
は
、
そ
の
性

質
に
よ
り
、
大
き
く
「
義
務
的
経

費
」、「
投
資
的
経
費
」、「
そ
の
他

の
経
費
」
の
３
つ
に
分
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

○
義
務
的
経
費　

　

義
務
的
経
費
は
、
そ
の
支
出
が

義
務
付
け
ら
れ
、
任
意
に
削
減
で

き
な
い
経
費
で
あ
り
、
人
件
費
、

扶
助
費
、
公
債
費
が
こ
れ
に
該
当

し
ま
す
。
平
成
28
年
度
の
義
務
的

経
費
は
、
人
件
費
、
公
債
費
が
減

少
し
た
一
方
、
扶
助
費
が
臨
時
福

祉
給
付
金
な
ど
で
３
億
１
６
７
５

万
２
千
円
増
加
し
た
こ
と
な
ど
に

よ
り
、
義
務
的
経
費
全
体
で
は
、

８
２
０
４
万
８
千
円
の
増
と
な
り
、

歳
出
総
額
に
対
す
る
割
合
は
51
・

２
％
（
前
年
度
比
０
・
４
ポ
イ
ン

ト
増
）
と
な
り
ま
し
た
。

○
投
資
的
経
費
　

　

投
資
的
経
費
は
、
そ
の
支
出
の

効
果
が
資
本
形
成
に
向
け
ら
れ
、

施
設
等
が
ス
ト
ッ
ク
と
し
て
将
来

残
る
も
の
に
支
出
さ
れ
る
経
費
で

あ
り
、
普
通
建
設
事
業
費
と
災
害

復
旧
事
業
費
が
こ
れ
に
該
当
し
ま

す
。
普
通
建
設
事
業
費
は
、
平
成

27
年
度
に
分ぶ

ん

娩べ
ん

施
設
等
整
備
補
助

金
や
多
目
的
緑
地
公
園
整
備
事
業

が
終
了
し
ま
し
た
が
、
平
成
28
年

度
か
ら
高
越
小
学
校
・
高
越
こ
ど

も
園
（
仮
称
）
整
備
事
業
や
各
こ

ど
も
園
整
備
事
業
に
着
手
し
た
た

め
１
億
３
８
８
２
万
１
千
円
の
増

加
と
な
り
ま
し
た
。
投
資
的
経
費

全
体
で
は
、
１
億
１
６
２
６
万
９

千
円
の
増
と
な
り
、
歳
出
総
額
に

対
す
る
割
合
は
８
・
８
％
（
前
年

度
比
０
・
７
ポ
イ
ン
ト
増
）
と
な

り
ま
し
た
。

○
そ
の
他
の
経
費

　

そ
の
他
の
経
費
は
、
義
務
的
経

費
、
投
資
的
経
費
以
外
の
経
費
で

あ
り
、
物
件
費
（
委
託
料
や
消
耗

品
費
な
ど
の
需
用
費
な
ど
）、
積

立
金
、
維
持
補
修
費
、
特
別
会
計

へ
の
繰
出
金
、
補
助
費
等
（
一
部

事
務
組
合
へ
の
負
担
金
な
ど
）
が

こ
れ
に
該
当
し
ま
す
。
平
成
28
年

度
で
は
、
基
金
へ
の
積
立
金
が
増

加
し
た
一
方
、
特
別
会
計
へ
の
繰

出
金
が
減
少
し
た
こ
と
に
よ
り
、

そ
の
他
の
経
費
全
体
で
は
、
前
年

度
と
比
較
し
て
、
２
億
４
０
８
６

万
２
千
円
の
減
と
な
り
、
歳
出
総

額
に
対
す
る
割
合
は
40
・
０
％（
前

年
度
比
１
・
１
ポ
イ
ン
ト
減
）
と

な
り
ま
し
た
。
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合
併
支
援
策
で
あ
る
地
方
交
付

税
の
合
併
算
定
替
に
よ
る
加
算
措

置
や
合
併
特
例
債
の
活
用
は
、
平

成
31
年
度
を
も
っ
て
終
了
し
ま

す
。
ま
た
、
人
口
減
少
や
少
子
高

齢
化
に
よ
る
社
会
保
障
経
費
の
増

加
、
公
共
施
設
等
の
老
朽
化
対
策

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
抱
え

て
お
り
、
今
後
の
厳
し
い
財
政
運

営
は
避
け
ら
れ
な
い
状
況
で
あ
る

と
い
え
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
新

た
な
歳
入
の
確
保
、
事
業
の
取
捨

選
択
や
業
務
改
善
に
よ
る
さ
ら
な

る
歳
出
の
削
減
に
努
め
る
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
、「
吉
野
川
市
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」

に
基
づ
き
、
地
域
の
特
性
を
生
か

し
た
効
果
的
な
行
財
政
運
営
を
目

指
し
ま
す
。

議会費・総務費・
諸支出金等
64,752円

民生費
186,081円

衛生費
45,623円

市民一人あたり
税負担 95,907円

土木費
37,641円

消防費・
災害復旧
事業費
17,359円

教育費
43,479円

公債費
56,120円

農林水産業費・
商工費
12,073円

支出総額
463,127円

と
る
す
算
換
に
り
た
あ
人
一
民
市議会費・総務費・

諸支出金等 民生費 衛生費 農林水産業費・
商工費

議員報酬や議会運営
の経費、庁舎管理や
総合的な管理事務等
に要する経費

障がい者・高齢者・児
童福祉、生活保護等
に要する経費

各種検診などの保健
活動やごみ・し尿処
理等に要する経費

農林水産業の振興や
商工観光等に要する
経費

土木費 消防費・災害復旧費 教育費 公債費
市道整備や市営住宅
の維持管理等に要す
る経費

消防団活動や災害復
旧に要する経費

学校施設の整備や
教育（幼稚園、小中
学校、社会教育）、ス
ポーツ振興等に要す
る経費

事業を行うために市
が借り入れたお金に
対する返済金

基金（預貯金）残高　282,490円　　市債（借入金）残高　530,432円

※H29.1.1現在の住民基本台帳人口（42,459人）で換算。
※基金残高および市債残高については、普通会計のみの数値であり、市全体をあらわすものではありません。

人件費
33億5,088万6千円
（17.0%）

扶助費
43億5,496万8千円
（22.1%）

公債費
23億8,278万1千円
（12.1%）

普通建設事業費、災害復旧事業費
17億1,856万5千円
（8.8%）

物件費
20億9,867万2千円
（10.7%）

補助費等
22億3,392万6千円
（11.4%）

積立金、投資および
出資金・貸付金、
維持補修費
7億9,858万2千円
（4.0%）

繰出金
27億2,553万5千円
（13.9%）

義務的
経費
51.2% 

その他
40.0%

196億6,391万5千円歳 出

歳出

投資的経費
8.8%

〈性質別構成比〉
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特別会計の決算状況

会　　計　　名 歳　　入 歳　　出 差　引　額

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 58億7,407万9千円 58億302万円 7,105万9千円

介 護 保 険 特 別 会 計 51億3,913万4千円 50億2,887万2千円 1億1,026万2千円

公 共 下 水 道 事 業 特 別 会 計 10億9,921万4千円 10億7,946万8千円 1,974万6千円

特定環境保全公共下水道事業特別会計 4億11万6千円 3億8,130万円 1,881万6千円

農 業 集 落 排 水 事 業 特 別 会 計 1億8,755万4千円 1億8,243万9千円 511万5千円

簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計 6,927万6千円 6,389万8千円 537万8千円

後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 6億949万9千円 6億786万1千円 163万8千円

健全化判断比率・資金不足比率の公表健全化判断比率・資金不足比率の公表
　地方公共団体は、「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」に基づき、健全化判断比率と資金不足
比率を算定し、監査委員の審査に付した上で、議会に報告後、公表することが義務付けられています。
　本市の健全化判断比率と資金不足比率は、いずれも「早期健全化基準」「経営健全化基準」を下回って
います。

指標の名称 吉野川市
平成28年度

早期健全化
基準 財政再生基準 説　　　　明 平成27年度

（参考）

実 質 赤 字 比 率 － 12.98% 20.0% 　一般会計等の実質赤字額の標準財政規
模に対する比率です。 －

連結実質赤字比率 － 17.98% 30.0% 　市の全会計を対象とした実質赤字額の
標準財政規模に対する比率です。 －

実質公債費比率 9.7% 25.0% 35.0% 　一般会計等が負担する元利償還金等の
標準財政規模に対する比率です。 10.1%

将 来 負 担 比 率 42.3% 350.0%
　公営企業、一部事務組合、土地開発公
社なども含め、一般会計などが将来負担
すべき実質的な負債の標準財政規模に対
する比率です。

39.5%

※実質赤字比率と連結赤字比率は、実質赤字額および連結実質赤字額がないため、「－」と表示しています。
※標準財政規模･･･地方公共団体が、標準的な状態のとき、通常収入されるであろう経常一般財源の規模を示したものです。

１．健全化判断比率

特 別 会 計 の 名 称 吉野川市
平成28年度 経営健全化基準 説　　明 平成27年度

（参考）

水 道 事 業 会 計 － 20.0%
　公営企業会計ごと
の資金不足額の事業
規模（料金収入など
主たる営業活動から
生じる収益などに相
当する額）に対する
比率です。

－

簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計 － 20.0% －

公 共 下 水 道 事 業 特 別 会 計 － 20.0% －

特定環境保全公共下水道事業特別会計 － 20.0% －

農 業 集 落 排 水 事 業 特 別 会 計 － 20.0% －

※資金不足比率は、全会計とも資金不足額がないため、「－」と表示しています。

２．資金不足比率
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①収益的収支(消費税抜き)

②資本的収支(消費税込み)

他会計からの繰入金 3,797万円(6.3%)
加入金、手数料など 1,397万円(2.3%)

長期前受金戻入 6,982万円(11.6%)
その他 382万円(0.7%)

収入：6億95万円

水道料金 4億8,270万円（93.1%）

企業債元金償還金
5,641万円(9.5%)

収入：2億7,112万円

企業債
2億7,000万円(99.6%) 工事にかかる他会計からの繰入金

112万円(0.4%)

支出：5億9,377万円

支払利息
8.72円

（7.7%）

１㎥あたり
給水原価
113.40円

その他
28.73円（25.3%）

人件費
13.08円(11.5%)

動力費
10.16円
(9.0%)

減価償却費
41.0円（36.2%）

修繕費
11.71円（10.3%）

　平成28年度末の給水戸数は１万5,517戸、年間総配水量は505万9,783㎥です。
 水道事業会計は、①「収益的収支」と、②「資本的収支」の２本立てで会計が成り立っています。平成28年
度決算については、それぞれ次のとおりです。

 収益的収支とは、水道水をつくり、皆さんのご家庭に送り届けるための経費と、その財源です。平成28年度
は、約1億1,868万円の黒字になりました。これは、老朽管更新・施設耐震化事業など将来の水道施設の建設
事業や、経営の安定化資金などに使用します。

 給水原価とは、有収水量１㎥をお届けするた
めに必要な費用です。今年度は113円かかった
ことになりました。費用の内訳は右の図のとお
りです。（※図参照）

 今後とも市民の皆さんの信頼に応えるべく、
安心かつおいしい水の供給と健全経営に努めて
いきます。ご協力よろしくお願いします。

●川島浄水場電気施設更新工事
●高ノ原配水池送配水管布設替工事
●県道川島西麻植停車場線水道管布設替工事
●貞田地区水道管布設替工事（２工区）

［収益的収支］　※図により参照

［資本的収支］　※図により参照

その他
501万円

(1.0%)

支出：4億8,227万円

原水を浄水場までもってきて
水をきれいにする費用 3,836万円(8.0%)

家庭まで水を送る費用
6,748万円(14.0%)

メーター検針、料金徴収費用
6,672万円(13.8%)

人件費等総務費用
5,422万円(11.2%)

減価償却費
2億1,878万円
(45.4%)

企業債利息償還金
3,170万円（6.6%）

水道料金 ４億7,537万円(79.1%)

平成28年度水道事業会計決算のあらまし平成28年度水道事業会計決算のあらまし

建設改良費 5億3,736万円(90.5%)建設改良費 5億3,736万円(90.5%)

　資本的収支とは、水道施設を整備拡充するための経費
と、その財源です。資金不足額は、減価償却費などの内
部留保資金（現金を伴わない支出）で補てんしました。
　建設改良費のうち、主な建設事業は次のとおりです。

●問い合わせ　市経営企画課　☎22−2259　FAX22−2254

　６月に開催された徳島県高校総合体育大会において、輝かしい成績を収めた選手を
紹介します。

県高校総体優勝おめでとう!!県高校総体優勝おめでとう!!県高校総体優勝おめでとう!!

女子ソフトボール

　女子ソフトボールでの優
勝に、桑城彩さん（鴨島町）
が貢献しました。また、全
国総体でも活躍し、ベスト
16進出に貢献しました。桑
城さんは小学校の時に兄の
影響で野球を始め、中堅手

で４番打者を務めるチームの大黒柱。「ソフ
トボールが大好きで厳しい練習も頑張れた。
目標だった全国制覇
は果たせなかったけ
ど、ここまで頑張れ
たのは、ずっと支え
励ましてくれた家族
のおかげ。感謝して
ます」と語ってくれ
ました。

桑城　彩さん〔池田辻高校３年〕

攻撃型チームの４番

柔　道 男子柔道団体戦
男子66キロ級個人戦

　新居勇貴さん（山川町）
が、男子柔道団体戦と、男
子66キロ級個人戦で優勝
し、２冠を達成しました。
また、四国総体でも３位に
入賞し、全国総体に出場し
ました。新居さんは父の影

響で幼稚園の頃より柔道をはじめ、幼い頃よ
り父と二人三脚で実力を磨き、高校では背負
い投げを得意とする、チームの大黒柱となり
ました。「柔道を
とおして色んな経
験ができた。この
経験を、今後の人
生に生かしたい」
と語ってくれまし
た。

新居　勇貴さん〔阿波高校３年〕

得意の背負い投げ一本

陸　上

　橋本尚斗さん（川島町）
が、陸上男子3000ｍSCで
優勝しました。また、四国
総体も突破し、全国総体に
も出場しました。全国総体
では僅か２秒差で決勝を逃
しましたが、自己ベストを

更新する走りでした。
「もっと練習してス
ピードアップを図り、
これからの駅伝シーズ
ンでは、区間賞を目指
したい。大学に進学し
たら、箱根駅伝に出場
し、将来的には世界を
舞台に戦いたい」と抱
負を述べてくれました。

橋本　尚斗さん〔鳴門高校３年〕

障害をものともせず

陸　上 女子1500ｍ・3000ｍ

　飯田未夢さん（川島町）
が、陸上女子1500ｍと3000
ｍで優勝し、２冠を達成し
ました。1500ｍでは四国総
体も突破し、全国総体に出
場しました。「県総体・四国
総体で

は自己ベストを更新する
ことができたが、全国総
体では満足する走りがで
きず悔しい。この悔しさ
を次に生かせるよう、もっ
とレベルアップしたい。
駅伝シーズンが始まるの
で、全国大会出場を目指
して頑張りたい」と抱負
を述べてくれました。

飯田　未夢さん〔鳴門高校３年〕

後続を引き離しゴールへ

男子3000ｍSC（障害）
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　６月に開催された徳島県高校総合体育大会において、輝かしい成績を収めた選手を
紹介します。

県高校総体優勝おめでとう!!県高校総体優勝おめでとう!!県高校総体優勝おめでとう!!

女子ソフトボール

　女子ソフトボールでの優
勝に、桑城彩さん（鴨島町）
が貢献しました。また、全
国総体でも活躍し、ベスト
16進出に貢献しました。桑
城さんは小学校の時に兄の
影響で野球を始め、中堅手

で４番打者を務めるチームの大黒柱。「ソフ
トボールが大好きで厳しい練習も頑張れた。
目標だった全国制覇
は果たせなかったけ
ど、ここまで頑張れ
たのは、ずっと支え
励ましてくれた家族
のおかげ。感謝して
ます」と語ってくれ
ました。

桑城　彩さん〔池田辻高校３年〕

攻撃型チームの４番

柔　道 男子柔道団体戦
男子66キロ級個人戦

　新居勇貴さん（山川町）
が、男子柔道団体戦と、男
子66キロ級個人戦で優勝
し、２冠を達成しました。
また、四国総体でも３位に
入賞し、全国総体に出場し
ました。新居さんは父の影

響で幼稚園の頃より柔道をはじめ、幼い頃よ
り父と二人三脚で実力を磨き、高校では背負
い投げを得意とする、チームの大黒柱となり
ました。「柔道を
とおして色んな経
験ができた。この
経験を、今後の人
生に生かしたい」
と語ってくれまし
た。

新居　勇貴さん〔阿波高校３年〕

得意の背負い投げ一本

陸　上

　橋本尚斗さん（川島町）
が、陸上男子3000ｍSCで
優勝しました。また、四国
総体も突破し、全国総体に
も出場しました。全国総体
では僅か２秒差で決勝を逃
しましたが、自己ベストを

更新する走りでした。
「もっと練習してス
ピードアップを図り、
これからの駅伝シーズ
ンでは、区間賞を目指
したい。大学に進学し
たら、箱根駅伝に出場
し、将来的には世界を
舞台に戦いたい」と抱
負を述べてくれました。

橋本　尚斗さん〔鳴門高校３年〕

障害をものともせず

陸　上 女子1500ｍ・3000ｍ

　飯田未夢さん（川島町）
が、陸上女子1500ｍと3000
ｍで優勝し、２冠を達成し
ました。1500ｍでは四国総
体も突破し、全国総体に出
場しました。「県総体・四国
総体で

は自己ベストを更新する
ことができたが、全国総
体では満足する走りがで
きず悔しい。この悔しさ
を次に生かせるよう、もっ
とレベルアップしたい。
駅伝シーズンが始まるの
で、全国大会出場を目指
して頑張りたい」と抱負
を述べてくれました。

飯田　未夢さん〔鳴門高校３年〕

後続を引き離しゴールへ

男子3000ｍSC（障害）
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就学前教育・保育施設について
　平成30年４月以降、吉野川市内の保育施設・幼稚園が再編され、次のとおり幼保連携型認定こども園
（保育所と幼稚園が一体となった施設）が順次開設されます。

現在の施設名 再編後の新施設名

鴨 島 西 部
地 区

鴨島かもめ体育保育園 (私立）鴨島かもめ
こども園（仮称）飯尾敷地幼稚園

西麻植幼稚園

山 瀬 地 区 山川東保育所 (私立）山瀬かもめ
こども園（仮称）山瀬幼稚園

川田・美郷
地 区

山川南保育所
山川中保育所 (公立）高越こども

園（仮称）川田幼稚園、川田中幼稚園
川田西幼稚園、種野幼稚園

平成30年度吉野川市放課後児童クラブ入所児童募集のお知らせ
　放課後児童クラブとは、保護者が就労などで昼間家庭にいない小学生の児童を対象に、放課後および長
期休業期間に実施している登録制の児童クラブです。下記のクラブにおいて、平成30年度の入所児童を募
集します。※定員、募集人数、保育時間、保育料、募集期間など、詳細については各クラブにより異なり
ます。詳しくは各クラブに直接お問い合わせください。

ク　ラ　ブ　名 募集開始
（予定） 所　　　在　　　地 問い合わせ先

上浦児童クラブ 11月 鴨島町上浦450番地６
（上浦地区公民館内）

ＴＥＬ：080−1996−7631
ＦＡＸ：22−1977

森山児童クラブ １月 鴨島町山路1082番地１
（森山地区公民館内）

ＴＥＬ：22−3655
ＦＡＸ：22−3655

牛島児童クラブ ２月 鴨島町牛島675番地14
（牛島地区公民館内）

ＴＥＬ：24−8685
ＦＡＸ：24−8685

めぐみファミリー　ダンボクラス 11月 鴨島町鴨島380番地
（認定こども園　めぐみ幼稚園めぐみ保育園内）

ＴＥＬ：24−2435
ＦＡＸ：22−0899

鴨島児童クラブ 11月 鴨島町鴨島652番地９
（鴨島小学校西の旧学習塾内） ＴＥＬ：090−7625−0640

リアン鴨島児童クラブ 11月 鴨島町鴨島652番地９
（鴨島小学校西の旧学習塾内） ＴＥＬ：090−7625−0640

ひまわり児童クラブ 11月 鴨島町飯尾35番地１
（飯尾敷地幼稚園内）

ＴＥＬ：24−5881
ＦＡＸ：24−5881

知恵島児童クラブ 10月 鴨島町知恵島735番地１
（知恵島小学校のグランド西） ＴＥＬ：090−2824−3588

西麻植児童クラブ １月 鴨島町西麻植字田渕129番地１
（西麻植地区公民館内）

ＴＥＬ：22−3310
ＦＡＸ：22−3310

川島学童クラブ 10月 川島町桒村1038番地７
（川島小学校敷地内）

ＴＥＬ：090−8281−8586
ＦＡＸ：25−2180

学島学童クラブ 10月 川島町学字辻76番地
（学島小学校内）

ＴＥＬ：080−6395−9859
ＦＡＸ：25−2098

山瀬学童保育所　のびのびクラブ 11月 山川町堤外11番地１
（山瀬地区公民館内）

ＴＥＬ：42−2040
ＦＡＸ：42−2040

山瀬学童保育所　ほのぼのクラブ 11月 山川町堤外３番地12
（旧山川町身体障がい者福祉センター）

ＴＥＬ：42−6288
ＦＡＸ：42−6288

高越学童クラブ（仮称） 10月 山川町町86番地１（予定）
（山川南保育所）

ＴＥＬ：090−7787−8732
ＦＡＸ：42−3242

※平成30年度から川田学童クラブと川田中学童保育所高越っ子クラブが合併し、高越学童クラブ（仮称）になります。

●問い合わせ　市子育て支援課　☎22−2266　FAX22−2245

現在の施設名 施設種別 開園予定時期

鴨島東部
地 区

鴨島東保育所

認定こども園 平成31年
４月

森山幼稚園
上浦幼稚園
牛島幼稚園

鴨 島
中 央 部
地 区

鴨島中央保育園
認定こども園 平成32年

4月鴨島幼稚園
知恵島幼稚園

今後の再編予定

●問い合わせ　市こども未来課　☎22−2269　FAX22−2245

平成30年４月開設予定
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平成30年度 公立幼稚園、公（私）立保育所、公（私）立認定こども園の入所・入園申し込みを開始します
受付期間：11月１日（水）～ 21日（火）　午前９時～午後５時（土・日・祝日は除く）

妊娠期の入所申し込みについて
　平成30年度の入所申し込み分から、妊娠期の受け

付けを開始します。
　これから出産されるお子さんが、平成30年度中に

保育施設を利用する予定である場合は、こども未
来課（本館１階）へお問い合わせください。

申請書類について
　入所申請書類・入所案内等については、10月下旬

からこども未来課および各園、各支所（川島・山川・
美郷）に備え付けます。

施設の種別と
対象認定 施設名 所在地/電話番号等 受入年齢 受付・問い合わせ先

幼稚園
（１号）

公立 鴨島幼稚園 鴨島町鴨島600-1
TEL/FAX 24-6391 ３・４・５歳児 鴨島幼稚園

校区内の受入年齢対象児には、
10月下旬に入園申込書等を送
付します。
※校区外の幼稚園へ入園を希
望される場合は、こども未来
課までご連絡ください。

公立 知恵島幼稚園 鴨島町知恵島781
TEL/FAX 24-8894 ４・５歳児 知恵島幼稚園

公立 森山幼稚園 鴨島町山路1086
TEL/FAX 24-8895 ４・５歳児 森山幼稚園

公立 上浦幼稚園 鴨島町上浦931
TEL/FAX 24-8897 ４・５歳児 上浦幼稚園

公立 牛島幼稚園 鴨島町牛島901-1
TEL/FAX 24-8896 ４・５歳児 牛島幼稚園

保育所
（２･３号）

公立 鴨島東保育所 鴨島町麻植塚241-1
TEL/FAX 24-1255 1歳～５歳児

こども未来課
各支所（川島・山川・美郷）
※継続児については、入所中の施設に提出できます。

公立 鴨島呉郷保育
所

鴨島町飯尾550-24
TEL/FAX 24-7852 1歳～５歳児

私立 鴨島ひかり
乳幼児保育園

鴨島町喜来323-151
TEL 24-1282
FAX 24-1283

生後2ヵ月～2歳児

私立 鴨島中央保育
園

鴨島町鴨島乙897-9
TEL/FAX 24-2356 1歳6ヵ月～５歳児

認定こども園
（１･２･３号）

１号 2・3号 １号 2・3号継続児 新規入園児

公立 川島こども園
川島町桒村2412-1
TEL 25-6690
FAX 25-6691

３・４・
５歳児

生後
6ヵ月～ 川島こども園 こども未来課

こども未来
課および各
支所
※継続児に
ついては、
入園中の施
設に提出で
きます。

公立 高越こども園
(仮称) 山川町町94（予定） 生後

6ヵ月～ こども未来課 こども未来課

私立 鴨島かもめこ
ども園(仮称)

鴨島町西麻植字大東
98-1(予定)

生後
4ヵ月～

鴨島かもめ体育保育園
TEL 24-2856
FAX 24-2857

入園申請は左記の
希望施設へ、認定
申請はこども未来
課へ提出してくだ
さい。
※入園申請の様式
は、各園に備え付
けています。

私立 山瀬かもめこ
ども園(仮称)

山川町諏訪266-5
（予定)

生後
6ヵ月～

山川東保育所
TEL 42-2235
FAX 42-2338

私立
認定こども園
めぐみ幼稚園
めぐみ保育園

鴨島町鴨島380
TEL 24-2435
FAX 22-0899

1歳児～
認定こども園
めぐみ幼稚園めぐみ
保育園

幼稚園の預かり保育について（希望者のみ）
対　　象　　吉野川市立幼稚園に通園する園児のうち、保護者の就労等により教育時間終了後に保

育を必要とする園児
実 施 園　　鴨島幼稚園、森山幼稚園
実施時間　　教育時間終了後～午後６時（長期休暇中は、午前８時15分～午後６時で、弁当持参）
※実施園以外の幼稚園に通う園児で、預かり保育を希望する場合は、教育時間終了後に実施園への

送迎が必要です。

※認定こども園めぐみ幼稚園めぐみ保育園の1号認定については、10月２日（月）から開始しています。

　※認定こども園めぐみ幼稚園めぐみ保育園の１号認定
については、9月下旬に当該施設にて配布を開始し
ています。

認定について
　１号認定とは、小学校就学前の幼児を対象とする教育

認定です。（３・４・５歳児対象で、3歳児入園は鴨島
幼稚園および認定こども園のみ）

　２・３号認定とは、いろいろな事情のために保護者が
家庭で保育することが困難な乳幼児を対象とする保
育認定です。（２号は３～５歳、３号は０～２歳）
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○皆さんの身の回りに起こるいろいろな問題について、専門の相談員が相談をお受けします。
○行政などに要望のある方、生活で悩みを持たれている方はこの機会をぜひご利用ください。
○相談はすべて無料で、秘密は堅く守られますので、安心してご相談ください。

●問い合わせ　市総務課　☎22−2231　FAX22−2244

『総合相談所』の開設について　
開　催　日 時　　　間 会　　　場 相　　談　　員

10月16日(月) 午前９時～正午 牛島地区公民館
（☎・FAX 24−8685）

行政相談委員・行政書士会
消費者協会・心配ごと相談員

10月17日(火)
午前９時～正午 飯尾敷地地区公民館・飯尾敷地コミュ

ニティセンター（☎・FAX 24−2594）
行政相談委員・行政書士会
心配ごと相談員

午後１時～午後３時30分 川島公民館
（☎・FAX 25−2180） 行政相談委員・心配ごと相談員

10月18日(水) 午前９時～正午 神島会館
（☎・FAX 24−1091）

行政相談委員・行政書士会
消費者協会・心配ごと相談員

10月19日(木) 午前９時～正午 西麻植会館
（☎・FAX 24−5779）

行政相談委員・行政書士会
消費者協会・心配ごと相談員

10月20日(金)
午前９時～正午 吉野川市役所

（☎22−2231　FAX 22−2244）　　
行政相談委員・行政書士会
消費者協会・心配ごと相談員

午後１時30分～午後４時 山川地域総合センター（旧山川庁舎）
（☎42−2089　FAX 42−6888) 行政相談委員・心配ごと相談員

10月21日(土)
午後１時～午後４時 キョーエイ山川店

行政相談委員・行政書士会
消費者協会・人権擁護委員

10月22日(日) 行政相談委員・行政書士会
消費者協会・人権擁護委員

　地震や武力攻撃などの災害時において、全国瞬時警報システム「J－アラート」へ送られてくる
国からの緊急情報を、防災行政無線および吉野川市防災・情報メールを用いて確実に皆さんへ伝え
るため、下記のとおり情報伝達訓練を実施します。

●問い合わせ 市防災対策課　☎22－2235　FAX22－2248

全国瞬時警報システム「J－アラート」の
情報伝達訓練を実施します

全国瞬時警報システム「J－アラート」の
情報伝達訓練を実施します

全国瞬時警報システム「J－アラート」の
情報伝達訓練を実施します

　国民保護情報訓練
　訓練日時　11月14日（火）午前11時ごろ
　放送内容
　　①　上り４音チャイム
　　②「これは、Jアラートのテストです。」×３回
　　③「こちらは、吉野川市です。」
　　④　下り４音チャイム

　緊急地震速報訓練
　訓練日時　11月１日（水）午前10時ごろ
　放送内容
　　①　上り４音チャイム
　　②「こちらはぼうさい吉野川市です。」
　　③「ただ今から訓練放送を行います。」
　　④　 緊急地震速報チャイム音
　　⑤「緊急地震速報。大地震(おおじしん)です。
　　　　大地震です。これは訓練放送です。」×３回
　　⑥「こちらはぼうさい吉野川市です。」
　　⑦「これで訓練放送を終わります。」
　　⑧　下り４音チャイム

秋の総合相談所開設のお知らせ
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第
13
回
行
財
政
改
革
懇
話

会
開
催

　

８
月
17
日
、
市
役
所
で
第
13
回

行
財
政
改
革
懇
話
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

企
業
経
営
者
な
ど
外
部
有
識
者

か
ら
な
る
懇
話
会
委
員
の
皆
さ
ん

へ
第
３
次
行
財
政
改
革
実
施
計
画

（
平
成
27
～
31
年
度
）に
お
け
る
平

成
28
年
度
実
績
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

市
側
の
報
告
説
明
を
受
け
、
委

員
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、

○
市
単
独
助
成
制
度
の
整
理
・
統

合
、
減
少
・
廃
止
に
つ
い
て

○
農
地
法
改
正
に
伴
う
市
税
へ
の

影
響
に
つ
い
て

○
行
財
政
改
革
に
よ
る
効
果
額
に

つ
い
て

○
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
改
善
に
つ

い
て

○
市
特
産
品
の
Ｐ
Ｒ
に
つ
い
て

○
高
越
小
学
校
開
校
後
に
廃
校
と

な
る
学
校
の
利
用
に
つ
い
て

○
市
人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て

○
指
定
管
理
者
制
度
導
入
の
効
果

お
よ
び
効
果
分
析
に
つ
い
て

○
市
の
Ｐ
Ｒ
に
つ
い
て

○
市
農
産
物
等
の
商
標
登
録
に
つ

い
て

○
空
き
家
の
活
用
に
つ
い
て

な
ど
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

市
は
、
こ
れ
ら
の
意
見
を
参
考

に
し
、
第
３
次
行
財
政
改
革
に
お

い
て
も
、
引
き
続
き
事
務
事
業
の

見
直
し
や
、
歳
出
の
削
減
、
収
納

率
の
向
上
な
ど
自
主
財
源
の
確
保

に
努
め
、
行
財
政
改
革
を
推
進
し

て
い
き
ま
す
。

金
婚
・
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

９
月
16
日
、
ア
メ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
で
、
金
婚
・
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

婚
記
念
式
典
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

式
典
に
は
金
婚
（
婚
姻
後
50

年
）、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
（
婚
姻

後
60
年
）
を
迎
え
ら
れ
た
ご
夫
妻

48
組
が
出
席
し
、
市
長
か
ら
祝
い

状
と
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

出
席
者
を
代
表
し
て
、
ダ
イ
ヤ

モ
ン
ド
婚
の
山
名
一
雄
さ
ん
・
京

子
さ
ん
ご
夫
妻
が
「
吉
野
川
市
民

と
し
て
愛
さ
れ
、
日
々
の
生
活
を

元
気
に
、
楽
し
く
、
送
れ
て
い
る

私
た
ち
は
幸
せ
者
で
す
。
こ
れ
も

ひ
と
え
に
地
域
の
方
の
ご
好
意
、

ご
支
援
の
お
陰
で
す
。」
と
、
お

礼
の
言
葉
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、式
典
後
に
は
、エ
ト
ワ
ー

ル
山
川
に
よ
る
コ
ー
ラ
ス
や
、
戸

村
恵
里
さ
ん
に
よ
る
津
軽
三
味
線

の
演
奏
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

●
防
災
用
具
を
整
備

　

平
成
29
年
度
の
宝
く
じ
助
成
金

を
活
用
し
て
、
山
川
町
の
町
自
主

防
災
会
に
、
ア
ル
ミ
組
立
式
リ
ア

カ
ー
、
発
電
機
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー

な
ど
の
防
災
備
品
が
整
備
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
れ
ら
の
備
品
は
、「
自
分
た
ち

の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守
る
」
と

い
う
防
災
意
識
の
高
揚
と
、
住
民

相
互
の
結
束
を
深
め
、
災
害
に
強

い
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
に

生
か
さ
れ
ま
す
。

●
阿
波
踊
り
・
イ
ベ
ン
ト
用
備
品

を
購
入

　

平
成
29
年
度
の
宝
く
じ
助
成

金
を
活
用
し
て
、
高
越
連
（
山
川

町
）
が
阿
波
踊
り
の
鳴
り
物
や
浴

衣
、
ハ
ッ
ピ
な
ど
を
購
入
し
ま
し

た
。
今
後
、
各
種
行
事
で
市
民
の

皆
さ
ん
に
披
露
し
、地
域
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
活
動
の
充
実
が
図
ら
れ
ま

す
。

今回整備された防災備品

今回購入したイベント用備品

会議の様子

市長から祝い状・記念品の贈呈



あ
わ
て
な
い　

車
も
バ
イ
ク
も　

ぼ
く
た
ち
も

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》

那
須　

亮
太
（
学
島
小
学
校
２
年
）

り
よ
だ
金
年
民
国短

縮
年
金
の
請
求
手
続
き
は

お
済
み
で
す
か

保
険
料
の
納
付
に
つ
い
て

平
成
29
年
度
保
険
料
免
除・猶
予

申
請
を
受
け
付
け
し
て
い
ま
す

保
険
料
は
前
納
が
お
得
で
す

社
会
保
険
労
務
士
会
に
よ
る

無
料
年
金
相
談
を
実
施
し
ま
す

　
年
金
を
受
け
取
る
た
め
に
必
要

な
保
険
料
の
納
付
期
間
が
、「
25

年
」
か
ら
「
10
年
」
に
短
縮
さ
れ

ま
し
た
。
対
象
と
な
る
方
に
は

「
短
縮
」
と
記
載
さ
れ
た
黄
色
の

封
筒
（
Ａ
４
サ
イ
ズ
）
が
届
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
ま
だ
請
求
を
し
て
い
な
い
方
は
、

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
に
予
約
の
上
、

手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

予
約
先

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

　
☎
０
５
７
０（
０
５
）１
１
６
５

徳
島
北
年
金
事
務
所

　
☎
０
８
８（
６
５
５
）０
２
０
０

　
平
成
29
年
度
の
保
険
料
は
、
月

額
１
万
６
４
９
０
円
で
す
。
こ
れ

に
加
え
て
月
額
４
０
０
円
の
付
加

保
険
料
を
納
め
る
と
、
将
来
「
２

０
０
円×

納
付
月
数
」
が
上
乗
せ

さ
れ
た
年
金
額
を
受
け
取
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
保
険
料
の
納
付
期
限
は

翌
月
末
で
、
納
付
方
法
は
次
の
と

お
り
で
す
。

「
口
座
振
替
」「
現
金
納
付
」「
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
」「
電
子

納
付
」

　
経
済
的
な
事
由
で
保
険
料
を
納

め
る
こ
と
が
難
し
い
と
き
は
、
保

険
料
の
納
付
が
免
除
ま
た
は
猶
予

さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ

徳
島
北
年
金
事
務
所

　
☎
０
８
８（
６
５
５
）０
９
１
１

　
７
月
分
か
ら
来
年
６
月
分
ま
で

の
保
険
料
に
つ
い
て
、
免
除
や
猶

予
の
申
請
手
続
き
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

　
年
金
手
帳
を
お
持
ち
の
上
、
国

保
年
金
課
（
本
館
１
階
）
ま
た
は

各
支
所
（
川
島
・
山
川
・
美
郷
）

へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

問
い
合
わ
せ

市
国
保
年
金
課
　

☎
22－

２
２
１
３

　
　
　
　
　
　
　

℻
22－

２
２
４
３

　
第
１
号
被
保
険
者
の
方
は
、
保

険
料
を
ま
と
め
て
前
納
す
る
と
、

保
険
料
の
総
額
が
安
く
な
り
ま
す
。

　

　
納
付
方
法
は
次
の
と
お
り
で
す

が
、
割
引
率
が
最
も
高
い
の
は
口

座
振
替
の
前
納
で
す
。

 

保
険
料
の
納
付
方
法

口
座
振
替
・
現
金
納
付
・
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
・
電
子
納
付

　

問
い
合
わ
せ

徳
島
北
年
金
事
務
所

　
☎
０
８
８（
６
５
５
）０
９
１
１

市
国
保
年
金
課
　

☎
22－

２
２
１
３

　
　
　
　
　
　
　

℻
22－

２
２
４
３

　
年
金
事
務
所
で
の
相
談
と
同
じ

よ
う
に
、
各
種
年
金
の
請
求
お
よ

び
届
け
書
の
受
け
付
け
も
で
き
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※

事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。

相
談
日
時
・
場
所

▽
10
月
26
日
㈭ 

午
前
10
時
〜
午
後

３
時
／
本
館
１
階
相
談
室

▽
11
月
24
日
㈮
午
前
10
時
〜
午
後

３
時
／
本
館
１
階
相
談
室

　

予
約
先
・
問
い
合
わ
せ

街
角
の
年
金
相
談
セ
ン
タ
ー
徳
島

（
オ
フ
ィ
ス
）

　
☎
０
８
８（
６
５
７
）３
０
８
１

市
国
保
年
金
課
　

☎
22－

２
２
１
３

　
　
　
　
　
　
　

℻
22－

２
２
４
３

百
歳
の
誕
生
日

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

８
月
29
日
に
鴨
島
町
西
麻
植
の

玉
置
ミ
ツ
ヱ
さ
ん
が
百
歳
の
誕
生

日
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
の
で
、
徳

島
県
と
吉
野
川
市
か
ら
祝
い
状
を

贈
り
ま
し
た
。

　

玉
置
さ
ん
は
、
現
在
施
設
で
生

活
し
て
お
り
、
時
代
劇
を
見
る
な

ど
し
て
過
ご
さ
れ
て
い
ま
す
。
若

い
頃
は
土
壁
の
基
礎
と
な
る
竹
小

舞
を
作
っ
た
り
夫
婦
で
農
業
を
営

ん
だ
り
し
て
い
た
そ
う
で
す
。

　

ま
た
、「
母
親
は
何
事
に
も
き
っ

ち
り
し
て
い
る
」
と
家
族
の
方
が

語
っ
て
い
ま
し
た
。

　

誕
生
日
当
日
は
、
祝
い
状
を
受

け
取
る
と
涙
を
流
し
て
喜
び
、
感

謝
の
言
葉
を
述
べ
ら
れ
て
い
ま
し

た
。

　

吉
野
川
市
内
の
百
歳
以
上
の
長

寿
者
は
32
人
（
女
性
30
人
男
性
２

人
）
に
な
り
ま
し
た
。

玉置ミツヱさん

〈人　　　権　　　相　　　談〉
10月24日㈫ 13:30〜16:00 山川公民館研修室３
11月９日㈭ 13:30〜16:00 西麻植会館２階会議室

〈行　　　政　　　相　　　談〉
10月19日㈭ 13:00〜16:00 美郷支所会議室
11月６日㈪ 10:00〜12:00 山川公民館研修室１
11月７日㈫ 13:00〜15:30 川島公民館会議室　
11月９日㈭   9:00〜12:00 市役所本館１階相談室

〈司法書士会による無料法律相談〉
10月20日㈮ 10:00〜12:00 市役所本館３階大会議室
11月17日㈮ 10:00〜12:00 市役所本館１階相談室

火　災

７
月 １件

累
計 ８件

救急出動

７
月

179
件

累
計

1,146
件

※
累
計
は
平
成
29
年
１
月
か
ら
の
も
の

市
内
で
の
火
災
・
救
急
出
動

今
月
の
税

国
民
健
康
保
険
税
　
　
４
期

納
期
限
　
　
　
　
10
月
31
日
㈫

市
税
・
国
民
健
康
保
険
税
の

休
日
納
付
相
談
を
行
い
ま
す

と　

き　

10
月
29
日
㈰

　
　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

と
こ
ろ　

吉
野
川
市
役
所
本
館

　
　
　
　

１
階
相
談
室

内　

容　

市
税
・
国
民
健
康
保
険

　
　
　
　

税
の
納
付
相
談

　
問
い
合
わ
せ

市
税
務
課　　
☎
22−

２
２
１
５

　

℻
22−

２
２
４
７

市
国
保
年
金
課　
☎
22−

２
２
１
３

℻
22−

２
２
４
３



と
ま
ろ
う
よ　

い
そ
い
で
い
て
も　

黄
色
し
ん
ご
う

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》

西
浦　

志
穏
（
山
瀬
小
学
校
２
年
）

り
よ
だ
金
年
民
国短

縮
年
金
の
請
求
手
続
き
は

お
済
み
で
す
か

保
険
料
の
納
付
に
つ
い
て

平
成
29
年
度
保
険
料
免
除・猶
予

申
請
を
受
け
付
け
し
て
い
ま
す

保
険
料
は
前
納
が
お
得
で
す

社
会
保
険
労
務
士
会
に
よ
る

無
料
年
金
相
談
を
実
施
し
ま
す

　
年
金
を
受
け
取
る
た
め
に
必
要

な
保
険
料
の
納
付
期
間
が
、「
25

年
」
か
ら
「
10
年
」
に
短
縮
さ
れ

ま
し
た
。
対
象
と
な
る
方
に
は

「
短
縮
」
と
記
載
さ
れ
た
黄
色
の

封
筒
（
Ａ
４
サ
イ
ズ
）
が
届
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
ま
だ
請
求
を
し
て
い
な
い
方
は
、

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
に
予
約
の
上
、

手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

予
約
先

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

　
☎
０
５
７
０（
０
５
）１
１
６
５

徳
島
北
年
金
事
務
所

　
☎
０
８
８（
６
５
５
）０
２
０
０

　
平
成
29
年
度
の
保
険
料
は
、
月

額
１
万
６
４
９
０
円
で
す
。
こ
れ

に
加
え
て
月
額
４
０
０
円
の
付
加

保
険
料
を
納
め
る
と
、
将
来
「
２

０
０
円×

納
付
月
数
」
が
上
乗
せ

さ
れ
た
年
金
額
を
受
け
取
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
保
険
料
の
納
付
期
限
は

翌
月
末
で
、
納
付
方
法
は
次
の
と

お
り
で
す
。

「
口
座
振
替
」「
現
金
納
付
」「
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
」「
電
子

納
付
」

　
経
済
的
な
事
由
で
保
険
料
を
納

め
る
こ
と
が
難
し
い
と
き
は
、
保

険
料
の
納
付
が
免
除
ま
た
は
猶
予

さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ

徳
島
北
年
金
事
務
所

　
☎
０
８
８（
６
５
５
）０
９
１
１

　
７
月
分
か
ら
来
年
６
月
分
ま
で

の
保
険
料
に
つ
い
て
、
免
除
や
猶

予
の
申
請
手
続
き
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

　
年
金
手
帳
を
お
持
ち
の
上
、
国

保
年
金
課
（
本
館
１
階
）
ま
た
は

各
支
所
（
川
島
・
山
川
・
美
郷
）

へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

問
い
合
わ
せ

市
国
保
年
金
課
　

☎
22－

２
２
１
３

　
　
　
　
　
　
　

℻
22－

２
２
４
３

　
第
１
号
被
保
険
者
の
方
は
、
保

険
料
を
ま
と
め
て
前
納
す
る
と
、

保
険
料
の
総
額
が
安
く
な
り
ま
す
。

　

　
納
付
方
法
は
次
の
と
お
り
で
す

が
、
割
引
率
が
最
も
高
い
の
は
口

座
振
替
の
前
納
で
す
。

 

保
険
料
の
納
付
方
法

口
座
振
替
・
現
金
納
付
・
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
・
電
子
納
付

　

問
い
合
わ
せ

徳
島
北
年
金
事
務
所

　
☎
０
８
８（
６
５
５
）０
９
１
１

市
国
保
年
金
課
　

☎
22－

２
２
１
３

　
　
　
　
　
　
　

℻
22－

２
２
４
３

　
年
金
事
務
所
で
の
相
談
と
同
じ

よ
う
に
、
各
種
年
金
の
請
求
お
よ

び
届
け
書
の
受
け
付
け
も
で
き
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※

事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。

相
談
日
時
・
場
所

▽
10
月
26
日
㈭ 

午
前
10
時
〜
午
後

３
時
／
本
館
１
階
相
談
室

▽
11
月
24
日
㈮
午
前
10
時
〜
午
後

３
時
／
本
館
１
階
相
談
室

　

予
約
先
・
問
い
合
わ
せ

街
角
の
年
金
相
談
セ
ン
タ
ー
徳
島

（
オ
フ
ィ
ス
）

　
☎
０
８
８（
６
５
７
）３
０
８
１

市
国
保
年
金
課
　

☎
22－

２
２
１
３

　
　
　
　
　
　
　

℻
22－

２
２
４
３

「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
」

（
個
人
番
号
カ
ー
ド
）に
つ
い
て

●
受
け
取
り
が
で
き
て
い
な
い
方

　
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
」
の
交
付

申
請
を
さ
れ
た
方
で
、
指
定
さ
れ
た
交

付
期
限
ま
で
に
受
け
取
り
が
で
き
な

か
っ
た
場
合
は
、
早
め
に
市
民
課
（
本

館
１
階
）
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
受
け
取
り
に
必
要
な
書
類
な
ど
の
詳

細
に
つ
い
て
は
、『
交
付
通
知
書
』
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
交
付
申
請
後
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
が
不
要
に
な
っ
た
場
合
は
申
請
の
取

り
下
げ
が
で
き
ま
す
。
電
話
で
も
取
り

下
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
必
ず

市
民
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
交
付
期
限
を
経
過
し
て
い
て
も
受
け

取
り
が
可
能
で
す
。

●
交
付
を
希
望
さ
れ
る
方
へ

　
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
」
の
交
付

申
請
は
、
直
接
郵
送
す
る
だ
け
で
な
く
、

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
っ

て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
経
由
で
可
能
な
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
市
民
課
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
問
い
合
わ
せ

市
市
民
課　
　
　　
☎
22−

２
２
１
０

　
　
　
　
　
　
　　
℻
22−

２
２
４
５

祝
日
収
集
（
も
や
せ
る
ご
み
）

の
中
止
に
つ
い
て　

　

平
成
29
年
度
吉
野
川
市
ご
み
収
集
カ

レ
ン
ダ
ー
に
記
載
の
と
お
り
、
11
月
23

日
㈭
㈷
、
鴨
島
Ａ
地
区
の
も
や
せ
る
ご

み
の
祝
日
収
集
に
つ
い
て
、
焼
却
施
設

の
休
業
に
よ
り
中
止
し
ま
す
。

　
問
い
合
わ
せ

市
運
転
管
理
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　　
☎
25−

２
１
１
１

　
　
　
　
　
　
　　
℻
25−

２
１
１
２

障
が
い
者
虐
待
に
気
づ
い
た
ら

　
　
　
　
速
や
か
に
通
報
を
！　

　

障
害
者
虐
待
防
止
法
で
は
、
虐
待
に

気
づ
い
た
人
は
通
報
す
る
こ
と
が
義
務

づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

障
が
い
者
虐
待　
５
つ
の
タ
イ
プ

身
体
的
虐
待

　

殴
る
、
蹴
る
、
つ
ね
る
、
熱
湯
を
か

け
る
な
ど
、
暴
力
や
体
罰
に
よ
っ
て
痛

み
を
与
え
る
行
為

性
的
虐
待

　

性
的
行
為
の
強
要
、
わ
い
せ
つ
な
言

葉
を
発
す
る
、
わ
い
せ
つ
な
映
像
を
見

せ
る
な
ど
の
行
為

放
棄
・
放
任
（
ネ
グ
レ
ク
ト
）

　

適
切
な
食
事
を
与
え
な
い
、
不
潔
な

環
境
の
中
で
生
活
さ
せ
る
、病
気
や
け
が

を
し
て
も
受
診
さ
せ
な
い
な
ど
の
行
為

心
理
的
虐
待

　

言
葉
に
よ
る
脅
し
、
無
視
、
子
ど
も

扱
い
す
る
、
侮
辱
す
る
言
葉
を
浴
び
せ

る
な
ど
の
行
為

経
済
的
虐
待

　

日
常
生
活
に
必
要
な
金
銭
を
渡
さ
な

い
、
本
人
の
同
意
な
し
に
年
金
な
ど
を

管
理
し
て
渡
さ
な
い
な
ど
の
行
為

　

通
報
し
た
人
が
特
定
さ
れ
な
い
よ
う
に
、

秘
密
は
法
律
に
よ
り
堅
く
守
ら
れ
ま
す
。

　
問
い
合
わ
せ
・
連
絡
先

市
障
が
い
者
虐
待
防
止
セ
ン
タ
ー
（
市

社
会
福
祉
課
内
）　　
☎
22−

２
２
６
３

　
　
　
　
　
　
　　
℻
22−

２
２
６
０

［
平
日
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分
］

障
害
者
支
援
施
設　

野
菊
の
里

　
　
　
　
　
　
　　
☎
24−

６
１
６
８

　
　
　
　
　
　
　　
℻
24−

６
１
４
４

［
平
日
夜
間
午
後
５
時
15
分
～
翌
午
前

８
時
30
分
、
土
・
日
・
祝
日
、
年
末
年
始
］

平
成
29
年
度

　
　
吉
野
川
市
戦
没
者
追
悼
式

　

過
去
の
戦
争
に
お
け
る
戦
没
者
の

方
々
に
追
悼
の
誠
を
さ
さ
げ
る
と
と
も

に
、
再
び
悲
惨
な
歴
史
を
繰
り
返
さ
な

い
よ
う
決
意
を
新
た
に
す
る
た
め
、
次

の
日
程
で
市
戦
没
者
追
悼
式
を
行
い
ま

す
。
戦
没
者
ご
遺
族
の
方
の
ご
参
列
を

お
願
い
し
ま
す
。

と
き　

11
月
18
日
㈯
午
前
10
時
か
ら

と
こ
ろ　

鴨
島
公
民
館
（
江
川
わ
く
わ

く
ホ
ー
ル
）

　
問
い
合
わ
せ

市
社
会
福
祉
課
地
域
福
祉
係

　
　
　
　
　
　
　　
☎
22−

２
２
６
１

　
　
　
　
　
　
　　
℻
22−

２
２
６
０



し
ん
ご
う
き　

あ
わ
の
黄
ば
し
り　

や
め
よ
う
ね

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》

瀬
田　

陽
歩
（
川
田
小
学
校
２
年
）

吉野川市ホームページ　http://www.city.yoshinogawa.lg.jp

胃
内
視
鏡
検
査（
胃
カ
メ
ラ
）に

よ
る
胃
が
ん
検
診
の
お
知
ら
せ　

　

受
診
を
希
望
す
る
方
に
は
受
診
券
と

検
診
票
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
健
康
推

進
課
（
本
館
１
階
）
ま
で
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
胃
内
視
鏡
で
の
検
診
を
受
け

る
方
は
、
バ
リ
ウ
ム
で
の
胃
が
ん
検
診

を
受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

●
実
施
期
間

　

９
月
１
日
㈮
～
平
成
30
年
２
月
28
日

㈬●
対
象
者

　

50
歳
以
上
（
昭
和
43
年
３
月
31
日
以

前
生
ま
れ
）
の
方
で
、
今
年
５
月
以
降

に
市
の
実
施
す
る
胃
が
ん
検
診
（
バ
リ

ウ
ム
に
よ
る
）
を
受
け
て
い
な
い
方

●
個
人
負
担
金　

４
１
０
０
円

※
検
診
当
日
医
療
機
関
窓
口
で
お
支
払

く
だ
さ
い

●
指
定
医
療
機
関

　

県
内
37
医
療
機
関
（
受
診
券
と
一
緒

に
名
簿
を
送
付
し
ま
す
）

●
申
込
締
切

平
成
30
年
２
月
15
日
㈭　

《
注
意
事
項
》

①
胃
内
視
鏡
検
査
に
は
、
５
月
に
送
付

し
て
い
る
受
診
券
綴
り
は
使
え
ま
せ
ん
。

申
し
込
み
後
に
送
付
す
る
胃
内
視
鏡
用

の
受
診
券
を
持
参
の
上
受
診
し
て
く
だ

さ
い
。

②
指
定
医
療
機
関
の
中
か
ら
希
望
す
る

医
療
機
関
を
選
び
、
予
約
を
し
て
受
診

し
て
く
だ
さ
い
。

　
問
い
合
わ
せ

市
健
康
推
進
課　　
☎
22−
２
２
６
８

　
　
　
　
　
　
　　
℻
22−

２
２
４
５

徳
島
東
部
都
市
計
画
に
関
す
る

変
更
案
の
縦
覧
に
つ
い
て

　
「
徳
島
東
部
都
市
計
画
区
域
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
の
変
更
【
県
決
定
】」
お

よ
び
「
区
域
区
分
の
変
更
【
県
決
定
】」

（
案
）
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
縦
覧

を
行
い
ま
す
。

と
き　

10
月
19
日
㈭
か
ら
11
月
２
日
㈭

（
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
）

と
こ
ろ　

徳
島
県
都
市
計
画
課
ま
た
は

市
都
市
計
画
住
宅
課

意
見
書
の
提
出　

関
係
市
町
の
住
民
お

よ
び
利
害
関
係
人
の
方
は
、
縦
覧
期
間

中
に
案
に
つ
い
て
意
見
書
を
提
出
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。　
　
　
　
　
　

提
出
先　

徳
島
県
都
市
計
画
課

（
徳
島
市
万
代
町
１
丁
目
１
番
地
）

　
問
い
合
わ
せ

市
都
市
計
画
住
宅
課

　
　
　
　
　
　
　　
☎
22−

２
２
２
５

　
　
　
　
　
　
　　
℻
22−

２
２
４
６

徳
島
県
都
市
計
画
課

☎
０
８
８（
６
２
１
）２
５
６
６

℻
０
８
８（
６
２
１
）２
８
６
９

成
人
式
の
開
催
に
つ
い
て

　

平
成
30
年
吉
野
川
市
成
人
式
は
、
新

成
人
で
構
成
す
る
成
人
式
実
行
委
員
会

と
市
教
育
委
員
会
の
共
催
で
企
画
・
運

営
し
ま
す
。

　

本
市
に
住
民
登
録
を
さ
れ
て
い
る
方

に
つ
い
て
は
、
11
月
下
旬
に
案
内
状
を

送
付
し
ま
す
。

　

引
っ
越
し
・
就
学
・
就
職
な
ど
で
市

外
に
転
出
し
、
本
市
に
住
民
登
録
が
な

い
方
で
、
出
席
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

住
所
・
氏
名
な
ど
を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

案
内
状
を
送
付
し
ま
す
。

と
き　

平
成
30
年
１
月
３
日
㈬

　
　
　
　
　
　

受
付　

正
午
か
ら

　
　
　
　
　
　

式
典　

午
後
１
時
か
ら

と
こ
ろ　

鴨
島
公
民
館
（
江
川
わ
く
わ

く
ホ
ー
ル
）

該
当
者　

平
成
９
年
４
月
２
日
か
ら
、

平
成
10
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

方　
問
い
合
わ
せ
・
連
絡
先

市
生
涯
学
習
課　　
☎
22−

２
２
７
１

　
　
　
　
　
　
　　
℻
22−

２
２
７
０

ふ
る
さ
と
納
税

　
返
礼
品
の
見
直
し
に
つ
い
て

　

総
務
省
か
ら
の
通
知
を
受
け
、
一
部

返
礼
品
の
寄
附
基
準
額
を
見
直
す
と
と

も
に
、
返
礼
品
の
送
付
対
象
者
を
市
外

在
住
の
方
の
み
に
変
更
し
ま
す
。
変
更

時
期
は
、
平
成
29
年
12
月
か
ら
で
す
。

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
問
い
合
わ
せ

市
商
工
観
光
課　　
☎
22−

２
２
２
６

　
　
　
　
　
　
　　
℻
22−

２
２
３
７



あ
ぶ
な
い
よ　

ス
マ
ホ
じ
ゃ
な
く
て　

ぼ
く
を
見
て

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》

後
藤　

来
翔
（
川
田
中
小
学
校
２
年
）

広報よしのがわに関する問い合わせは市秘書広報課まで
☎22－2203　FAX22－2244

農
作
業
に
関
す
る
お
願
い

　

近
年
、
稲
刈
り
後
の
も
み
殻
・
稲
わ

ら
な
ど
の
焼
却
や
農
地
へ
の
堆
肥
施
用

時
の
悪
臭
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
が
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

農
業
者
の
皆
さ
ん
は
、
近
隣
に
迷
惑

が
掛
か
ら
な
い
よ
う
に
、
風
向
き
や
時

間
帯
に
十
分
配
慮
し
た
り
、
事
前
に
近

隣
の
方
へ
声
を
掛
け
た
り
す
る
な
ど
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
農
業
の
一
環
と
し
て
の
焼
却

行
為
な
ど
は
、
農
業
を
営
む
た
め
の
行

為
で
す
の
で
、
近
隣
の
皆
さ
ん
は
ご
理

解
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
問
い
合
わ
せ

市
農
業
振
興
課　　
☎
22−

２
２
２
８

　
　
　
　
　
　
　　
℻
22−

２
２
３
７

生
涯
学
習
講
座
　
受
講
生
募
集

★
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
教
室

　

ク
リ
ス
マ
ス
を
華
や
か
に
彩
る
素
敵

な
リ
ー
ス
を
手
作
り
し
ま
せ
ん
か
。

と
き　

11
月
28
日
㈫　

午
後
１
時
30

分
か
ら

と
こ
ろ　

川
島
公
民
館　

２
階
研
修
室

※
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
あ
り
ま
せ
ん

講
師　

橋
本　

由
美
さ
ん

受
講
料　

無
料

材
料
費　

大　

３
５
０
０
円
（
25
㎝
）

　
　
　
　

中　

２
８
０
０
円
（
20
㎝
）

　
　
　
　

小　

１
５
０
０
円
（
15
㎝
）

対
象
者　

本
市
在
住
の
方

定
員　

15
人

申
込
期
限　

11
月
17
日
㈮
ま
で

★
消
し
ゴ
ム
は
ん
こ
教
室

　

年
賀
状
や
お
年
玉
袋
に
押
せ
る
消
し

ゴ
ム
は
ん
こ
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

と
き　

12
月
１
日
㈮　

午
後
１
時
30

分
か
ら

と
こ
ろ　

川
島
公
民
館　

２
階
研
修
室

※
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
あ
り
ま
せ
ん
。

講
師　

堀
江　

佳
代
さ
ん

受
講
料　

無
料

材
料
費　

５
０
０
円　

持
参
物　

カ
ッ
タ
ー
（
彫
刻
刀
）

　
　
　
　

カ
ッ
テ
ィ
ン
グ
マ
ッ
ト

対
象
者　

本
市
在
住
の
方

定
員　

14
人

申
込
期
限　

11
月
24
日
㈮
ま
で

　
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

川
島
公
民
館　
☎
・
℻
25−

２
１
８
０

家
族
介
護
教
室
受
講
者
募
集

　

家
族
の
介
護
で
困
っ
て
い
る
こ
と
や
、

悩
ん
で
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

介
護
の
知
識
を
学
び
、
介
護
を
す
る

者
の
負
担
軽
減
や
、
高
齢
者
介
護
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
る
た
め
の
教
室
で
す
。

　

吉
野
川
市
在
住
の
方
で
、
家
族
等
の

介
護
を
し
て
い
る
方
、
介
護
は
し
て
い

な
い
が
介
護
に
関
心
の
あ
る
方
は
参
加

い
た
だ
け
ま
す
。

定
員　

20
～
25
人

参
加
費　

無
料

申
込
方
法　

印
鑑
を
持
参
の
上
、
介
護

保
険
課
（
本
館
２
階
）、各
支
所
（
川
島
・

山
川
・
美
郷
）
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
開
催
事
業
所
で
も
申
し
込
み
で
き
ま

す
。

申
込
期
限　

○
健
祥
会
デ
イ
セ
ン
タ
ー
ア
ル
ル

　
　
　
　
　
　
　

11
月
２
日
㈭
ま
で

○
健
祥
会
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
お

よ
び
吉
野
川
市
社
会
福
祉
協
議
会
美
郷

支
所　
　
　
　
　

11
月
22
日
㈬
ま
で

　
問
い
合
わ
せ

市
介
護
保
険
課　　
☎
22−

２
２
６
５

　
　
　
　
　
　
　　
℻
22−

２
２
６
０

開催事業所
開催日程・内容

第１回 第２回 第３回

健祥会デイセンターアルル
鴨島町内原46番地3

　☎24−3888　FAX24−6886

11月11日（土） 12月２日（土） 12月16日（土）
午後２時～４時 午後２時～４時 午後２時～４時

介護保険制度と日常生活の
介助について

介護食の基礎知識と
感染症の予防と対策

認知症への理解と対応と
介護・疾病予防体操

健祥会デイサービスセンター
川島町桑村368番地1

☎25−2772　FAX25−5030
※会場が異なりますのでご注意ください。

12月２日（土） 平成30年１月20日（土） 平成30年２月11日（日）
午後１時30分～３時30分 午後１時30分～３時30分 午後１時30分～３時30分
褥
じょくそう

瘡予防と食事の介助 排せつ介助・清拭の仕方 移乗、移動の介助
（会場）　水明荘 （会場）　健祥会　ウェル （会場）吉野川リハビリセンター

吉野川市社会福祉協議会美郷支所
美郷字毛無92番地6

☎43−2714　FAX43−2533

12月13日（水） 平成30年１月24日（水） 平成30年２月28日（水）
午後１時30分～３時30分 午後１時30分～３時30分 午後１時30分～３時30分
移乗、移動の介助 食事介助、嚥

えん

下
げ

食、口腔ケア 排せつ介助・清拭の仕方



こ
け
た
け
ど　

し
て
て
よ
か
っ
た　

ヘ
ル
メ
ッ
ト

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》

河
野　

晴
眞
（
川
田
西
小
学
校
２
年
）

「児童虐待かも？」と思ったら、迷わず児童相談所全国共通ダイヤル『189』へ連絡を!

場
会
島
川

場
会
島
鴨

11月１日から11月３日の期間、市内３
会場において吉野川市文化祭を開催しま
す。作品展示、演芸発表を行いますので、
ぜひお越しください。

　

平成29年度 吉野川市文化祭

●問い合わせ 市生涯学習課　☎22－2271　FAX22－2270

場
会
川
山

【
ヤ
ミ
金
融
に
は
関
わ
ら
な
い
よ
う
に

　し
ま
し
ょ
う
】

　「
簡
単
審
査
」「
即
金
・
即
日
融
資
」

「
特
別
優
遇
」
な
ど
の
広
告
を
目
に
し

た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
ヤ
ミ
金
融

は
こ
の
よ
う
な
甘
い
言
葉
を
使
い
、
違

法
な
高
金
利
で
の
貸
し
付
け
や
過
剰
な

取
り
立
て
を
行
っ
て
い
ま
す
。
電
話
や

フ
ァ
ッ
ク
ス
、
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
広
告
な
ど
、
勧
誘
の
手

段
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
申
し
込
ん
で
も

い
な
い
の
に
「
審
査
の
結
果
、
融
資
が

可
能
」
と
メ
ー
ル
が
届
く
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

　「
信
用
を
確
認
す
る
た
め
」
と
称
し
て
、

保
証
金
や
手
数
料
の
名
目
で
お
金
を
払

わ
せ
て
、
そ
の
ま
ま
連
絡
を
絶
た
れ
る

こ
と
や
、
携
帯
電
話
を
購
入
さ
せ
て
送

ら
せ
、
悪
用
さ
れ
る
事
例
も
あ
り
ま
す
。

　
ヤ
ミ
金
融
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
告

に
大
手
企
業
に
酷
似
し
た
商
号
や
ロ
ゴ

を
使
っ
た
り
、
虚
偽
の
貸
金
業
登
録
番

号
を
掲
載
し
た
り
す
る
こ
と
も
あ
る
の

で
、
注
意
が
必
要
で
す
。
　

　
ヤ
ミ
金
融
に
は
絶
対
に
関
わ
ら
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

問
い
合
わ
せ

吉
野
川
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
市
総
務
課
内
）

☎
36

－

１
８
４
０

℻
22

－

２
２
４
４

「消費者ひろば」は、徳島県金融広報委員会の助成金を利用して作成しています。

消
費
者
ひ
ろ
ば

【作品展示】　
　●と　き　11/１（水）～11/３（金）（祝）　午前９時～午後５時（※最終日は午後４時まで）
　●ところ　川島体育館
　●出演団体　青藍会、朱伯会、彩秀会、山川短歌勉強会、河童ペンクラブ、池坊いけばな、桑原専慶流、嵯峨御
　　　流、草月流いけばな、未生流笹岡緑風会、フラワーデザイン、川田中部婦人会、川田東部婦人会、山瀬婦人会、
　　　川島婦人会、かずらを編む講座、グループホーム山川、健祥会ヴィラ・健祥会デイサービス、健祥会吉野川リ
　　　ハビリセンター水明荘、野菊の里、ちりめん細工「友香」、鴨島陶芸クラブ、川島町陶芸クラブ、高越陶芸クラ
　　　ブ、あすなろ会、JA麻植郡山川女性部、山川ピンボケクラブ、川島写真教室、山川水墨画教室、山川絵画クラ
　　　ブ、阿波和紙伝統産業会館和紙ちぎり絵講座、やじろべい絵手紙、折り紙教室、上浦盆友会、吉野川市ひょう
　　　たん会、徳島県薬草協会山川支部、吉野川市青少年育成市民会議川島支部、吉野川市青少年育成補導センター

【呈茶コーナー】　合同茶道教室による呈茶（ていちゃ）。気軽にお抹茶を楽しんでいただけます。
　子ども体験もあります。お茶を点て、お菓子・お茶のいただき方などを体験できます。
　１日（水）：裏千家　２日（木）：表千家　午前 10時～午後 3時（一席 200円）

【演芸発表】　
　●と　き　11/３（金）（祝）　午前 10時～
　●ところ　鴨島公民館
　●出演団体　牛島婦人会、森山婦人会、鴨島婦人会、敷地婦人会、西麻植婦人会、知恵島婦人会、かもかもミー
　　　ル、天寿会、関西吟詩文化協会景昶会、琴伝流大正琴鴨島クラブ、五九郎太鼓保存会、さわやか童謡歌う会、
　　　ハッピーフラスタジオ鴨島、フラ・ナニ、フラサークルプルメリア、阿波藤本会、かわせみ、藤本流森幸会、
　　　西麻植小唄の会、コスモス銭クラブ、めぐみ幼稚園めぐみ保育園

【演芸発表】　
　●と　き　11/３（金）（祝）　正午～
　●ところ　アメニティセンター
　●出演団体　オールウェイズ、音羽流菊芝幸の会、華尚の会、貫心流吟道吉野川愛好会、JA 山川コスモス会、
　　　山水会芸能部、麦原クラブ、ときわ会、和の会、なでしこ会、福美会、藤の会、山川童謡を歌う会、楽遊会、
　　　虹の旅、ラウレアフラ

【囲碁大会】　
　●と　き　11/３（金）（祝）　午前 9時 30分～
　●ところ　山川地域総合センター（旧山川庁舎）　3階　大会議室

子
ど
も
ゆ
め
ま
つ
り
の
ご
案
内

　

今
年
も
鴨
島
児
童
館
お
よ
び
鴨
島
南

児
童
館
で
、
恒
例
の
「
子
ど
も
ゆ
め
ま

つ
り
」
を
開
催
し
ま
す
。
多
く
の
方
の

ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

と
き
・
と
こ
ろ

○
鴨
島
児
童
館　
　

10
月
28
日
㈯

　
　
　
　
　
　
　
　

午
前
11
時
か
ら

○
鴨
島
南
児
童
館　

11
月
11
日
㈯

　
　
　
　
　
　
　
　

午
後
１
時
か
ら

内
容　

ス
テ
ー
ジ
、
作
品
展
覧
会
、
模

擬
店
な
ど

　
問
い
合
わ
せ

鴨
島
児
童
館　
☎
・
℻
24−

２
３
７
９

鴨
島
南
児
童
館　
☎
・
℻
22−

２
２
７
７

ち
び
っ
こ
ド
ー
ム

　
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
ご
案
内　

　

今
年
も
恒
例
の
ち
び
っ
こ
ド
ー
ム

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催
し
ま
す
。
多

く
の
催
し
を
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、

ご
家
族
で
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

と
き　

11
月
25
日
㈯

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
２
時
30
分

と
こ
ろ　

川
島
こ
ど
も
園

内
容　

ダ
ン
ス
、
保
育
士
ヒ
ー
ロ
ー
ブ

レ
イ
ク
シ
ョ
ー
、
抽
選
会
、
子
育
て
何

で
も
相
談
、
親
子
の
写
真
撮
影
会
、
似

顔
絵
コ
ー
ナ
ー
、
お
も
ち
ゃ
病
院
、
昔

の
遊
び
、
工
作
な
ど

　
問
い
合
わ
せ

市
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　　
☎
25−

６
６
１
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℻
25−

６
６
１
７ 楽しい催しが盛りだくさん！

　
皆
さ
ん
は
、
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
と
い
う

言
葉
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
？
「
異
性
を

好
き
に
な
る
の
が
当
然
」、「
自
分
の
生
ま

れ
持
っ
た
性
別
に
疑
問
を
感
じ
た
こ
と
は

な
い
」、「
性
別
は
男
と
女
し
か
な
い
」
と

い
っ
た
、
従
来
の
「
性
の
あ
り
方
」
に
当

て
は
ま
ら
な
い
人
々
の
総
称
で
す
。

　
最
近
で
は
、
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
関
す

る
情
報
を
耳
に
す
る
機
会
が
増
え
て
い
ま

す
が
、
そ
の
反
面
、
間
違
っ
た
情
報
も
多

く
存
在
し
、
否
定
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
抱
い

て
し
ま
う
人
も
い
る
と
い
う
の
が
現
状
で

す
。

　
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
は
、
約
13
人
に
１

人
（
約
７
・
６
％
）
い
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
学
校
で
考
え
る
と
、
１
ク

ラ
ス
に
少
な
く
と
も
１
人
は
存
在
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
左
利
き
や
血
液

型
の
Ａ
Ｂ
型
の
割
合
と
ほ
ぼ
同
じ
で
す
。

し
か
し
、
私
た
ち
が
こ
れ
ま
で
生
活
し
て

き
た
中
で
、
実
感
が
あ
ま
り
な
い
の
は
、

当
事
者
が
あ
り
の
ま
ま
の
自
分
を
隠
し
て

い
る
、
ま
た
は
隠
さ
ざ
る
を
得
な
い
状
況

に
あ
る
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
で
は
、
当
事
者
が
あ
り
の
ま
ま
の
自
分

で
い
ら
れ
る
社
会
に
す
る
た
め
、
私
た
ち

に
何
が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　
学
校
の
保
健
室
や
図
書
館
な
ど
に
啓
発

書
籍
を
置
く
、
人
の
目
に
触
れ
や
す
い
場

所
に
啓
発
ポ
ス
タ
ー
を
掲
示
す
る
、
相
談

窓
口
を
設
け
る
、
学
校
の
授
業
や
講
演
会

等
で「
多
様
な
性
」に
つ
い
て
正
し
い
知
識

を
伝
え
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
が
考

え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
が

全
て
肯
定
的
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
な
り
、
当

事
者
へ
と
伝
わ
っ
て
い
く
の
で
す
。

　
人
権
課
で
は
、
２
０
１
４
年
か
ら
性
的

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
啓
発
を
始
め
ま
し
た
。

講
演
会
や
交
流
会（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー

ス
）、
電
話
相
談
や
個
別
面
談
、
啓
発
ポ
ス

タ
ー
の
掲
示
や
啓
発
グ
ッ
ズ
の
配
布
を
実

施
し
ま
し
た
。
今
後
も
引
き
続
き
啓
発
に

努
め
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
方
に
正
し
く

知
っ
て
も
ら
い
、
当
事
者
に
と
っ
て
自
分

ら
し
く
生
活
で
き
る
環
境
を
つ
く
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
と
人
権

〜
す
べ
て
の
人
が
自
分
ら
し
く

　
　
　
　
　
　
生
き
る
た
め
に
〜

問
い
合
わ
せ

市
人
権
課
　
　
　
　

　
　
☎
22－

２
２
２
９

　
　
　
　
　
　
　
　
　
℻
22－

２
２
４
７



気
を
つ
け
よ
う　

歩
き
ス
マ
ホ
と　

交
通
安
全
！

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》

南
本　

隆
太
朗
（
種
野
小
学
校
２
年
）

ひとりで悩まずに相談してください。
とくしま自殺予防センター　☎088（602）8911 ℻088（652）2327　9:00～16:00（土・日・祝日・年末年始除く）
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11月１日から11月３日の期間、市内３
会場において吉野川市文化祭を開催しま
す。作品展示、演芸発表を行いますので、
ぜひお越しください。

　

平成29年度 吉野川市文化祭

●問い合わせ 市生涯学習課　☎22－2271　FAX22－2270
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簡
単
審
査
」「
即
金
・
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日
融
資
」

「
特
別
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遇
」
な
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の
広
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を
目
に
し
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と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
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金
融
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よ
う
な
甘
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言
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を
使
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、
違

法
な
高
金
利
で
の
貸
し
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や
過
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な

取
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立
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を
行
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ま
す
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電
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や

フ
ァ
ッ
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、
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レ
ク
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メ
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、
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広
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ど
、
勧
誘
の
手
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ま
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で
す
。
申
し
込
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で
も
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な
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の
に
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審
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の
結
果
、
融
資
が

可
能
」
と
メ
ー
ル
が
届
く
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と
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あ
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ま
す
。

　「
信
用
を
確
認
す
る
た
め
」
と
称
し
て
、

保
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金
や
手
数
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の
名
目
で
お
金
を
払

わ
せ
て
、
そ
の
ま
ま
連
絡
を
絶
た
れ
る

こ
と
や
、
携
帯
電
話
を
購
入
さ
せ
て
送

ら
せ
、
悪
用
さ
れ
る
事
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も
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ま
す
。

　
ヤ
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す
。
　

　
ヤ
ミ
金
融
に
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「消費者ひろば」は、徳島県金融広報委員会の助成金を利用して作成しています。
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　●と　き　11/１（水）～11/３（金）（祝）　午前９時～午後５時（※最終日は午後４時まで）
　●ところ　川島体育館
　●出演団体　青藍会、朱伯会、彩秀会、山川短歌勉強会、河童ペンクラブ、池坊いけばな、桑原専慶流、嵯峨御
　　　流、草月流いけばな、未生流笹岡緑風会、フラワーデザイン、川田中部婦人会、川田東部婦人会、山瀬婦人会、
　　　川島婦人会、かずらを編む講座、グループホーム山川、健祥会ヴィラ・健祥会デイサービス、健祥会吉野川リ
　　　ハビリセンター水明荘、野菊の里、ちりめん細工「友香」、鴨島陶芸クラブ、川島町陶芸クラブ、高越陶芸クラ
　　　ブ、あすなろ会、JA麻植郡山川女性部、山川ピンボケクラブ、川島写真教室、山川水墨画教室、山川絵画クラ
　　　ブ、阿波和紙伝統産業会館和紙ちぎり絵講座、やじろべい絵手紙、折り紙教室、上浦盆友会、吉野川市ひょう
　　　たん会、徳島県薬草協会山川支部、吉野川市青少年育成市民会議川島支部、吉野川市青少年育成補導センター

【呈茶コーナー】　合同茶道教室による呈茶（ていちゃ）。気軽にお抹茶を楽しんでいただけます。
　子ども体験もあります。お茶を点て、お菓子・お茶のいただき方などを体験できます。
　１日（水）：裏千家　２日（木）：表千家　午前 10時～午後 3時（一席 200円）

【演芸発表】　
　●と　き　11/３（金）（祝）　午前 10時～
　●ところ　鴨島公民館
　●出演団体　牛島婦人会、森山婦人会、鴨島婦人会、敷地婦人会、西麻植婦人会、知恵島婦人会、かもかもミー
　　　ル、天寿会、関西吟詩文化協会景昶会、琴伝流大正琴鴨島クラブ、五九郎太鼓保存会、さわやか童謡歌う会、
　　　ハッピーフラスタジオ鴨島、フラ・ナニ、フラサークルプルメリア、阿波藤本会、かわせみ、藤本流森幸会、
　　　西麻植小唄の会、コスモス銭クラブ、めぐみ幼稚園めぐみ保育園

【演芸発表】　
　●と　き　11/３（金）（祝）　正午～
　●ところ　アメニティセンター
　●出演団体　オールウェイズ、音羽流菊芝幸の会、華尚の会、貫心流吟道吉野川愛好会、JA 山川コスモス会、
　　　山水会芸能部、麦原クラブ、ときわ会、和の会、なでしこ会、福美会、藤の会、山川童謡を歌う会、楽遊会、
　　　虹の旅、ラウレアフラ

【囲碁大会】　
　●と　き　11/３（金）（祝）　午前 9時 30分～
　●ところ　山川地域総合センター（旧山川庁舎）　3階　大会議室
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不法投棄は大変な犯罪です!! もし不法投棄を見かけたら、ご連絡ください。
阿波吉野川警察署 ☎25－6110　市環境企画課 ☎22－2230 ℻22－2247

清掃ボランティアのご案内
　除草作業、清掃作業を行います。
○江川湧水源周辺
集合場所　江川湧水源「いやしの舎」

（吉野川医療センター西側）
作業日時　11月１日㈬
　　　　　午前７時～７時30分
○多津美橋～江川・鴨島公園
集合場所　多津美橋あずまや（鴨島
第一中学校西側）
作業日時　11月１日㈬

午前７時～８時
問い合わせ
ＮＰＯ法人江川エコフレンド
☎090（9553）9760
℻24−5113（岡田）

巡回職業相談
対象者　職業相談希望の方
内容　県内求人情報の提供と職業相
談、職業についての知識や就職の心
構えについて指導
※雇用保険の受け付けは行いません。
【川島】
とき　11月８日㈬

午後１時30分〜２時30分
ところ　こだま会館
【山川】
とき　12月４日㈪

午前10時〜 11時30分
ところ　八坂会館

問い合わせ
ハローワーク吉野川
☎24−2166　℻22−0410

お酒と心と身体の健康を考える
～第５回「徳島・アルコール問題を
考える」市民公開講座～
とき　11月22日㈬　午後１時～
３時45分
　受け付け　午後０時30分～
ところ　文化研修センター
○基調講演　
講師　医療法人　東布施辻本クリ
ニック理事長・院長　辻本　士郎さ
ん　　
演題　「お酒と健康について考えよ
う～回復可能な病気『アルコール依
存症』とは」
○報告

（仮）アルコール健康障害対策基本
法を育てよう
～都道府県推進計画策定に向けて～
問い合わせ・申し込み
徳島県東部保健福祉局吉野川保健所
☎24−1114　℻22−1760
ＮＰＯ法人　徳島県断酒会事務局
☎・℻088（641）0737

第200回まちかどコンサート
～ 20周年・200回記念ハロウィン
も一緒に楽しもう！
出演者　鴨島第一中学校ウインドア
ンサンブル、鴨島小学校金管バンド、
チョイスちゃん、コールエコール、
カマンベール、
※ハロウィンイベント、ヒーロー
ショーもあります。
とき　10月22日㈰　午後１時～５
時
ところ　ＪＲ鴨島駅前老人ホームあ
けわ敷地内（雨天決行）
連絡先
まちかどコンサート実行委員会
☎24−2400　℻24−3725（鎌田）

無料調停相談
　民事問題や家事問題でお困りの方
に対し、弁護士を含む調停委員が無
料で相談に応じます。
　相談は、当日受け付け順に行いま
すので予約は不要です。
とき　10月24日㈫　午前10時～
午後３時　
ところ　川島公民館１階会議室・研
修室
内容　

「民事調停」土地、建物、交通事故、
金銭貸借の問題など

「家事調停」離婚、相続、夫婦・親
子間の問題など

問い合わせ
吉野川調停協会（吉野川簡易裁判所
内）
☎25−2914　℻25−2915

東徳島医療センター
公開講座のご案内
　近い将来発生が予想される、南海
トラフなどの直下型地震について、
今からできる備えや避難所生活にお
ける健康管理の方法について学びま
しょう。
とき　10月27日㈮　午前11時から
ところ　東徳島医療センター附属看
護学校　第２教室
参加費　無料
申し込み　ファックスまたははがき
に、住所、連絡先、氏名、年代、性
別を記入し、｢看護学校公開講座｣
宛てに、10月20日㈮までに申し込
みください。
問い合わせ
東徳島医療センター
☎088（672）4534
℻088（637）5503

第13回吉野川市社会福祉大会
とき　10月28日㈯　午後１時から
　　　開場・受付　午後０時30分
ところ　鴨島公民館
　　　　（江川わくわくホール）
内容　式典（表彰）
　　　映画上映「オケ老人！」
問い合わせ
吉野川市社会福祉協議会
☎25−5555　℻25−5528

第43回筋ジス文化祭
テーマ「継続～存在し続けるために」
とき　10月28日㈯午前10時～午
後２時50分
ところ　独立行政法人国立病院機構
徳島病院
入場料　無料
問い合わせ
第43回筋ジス文化祭実行委員会

（実行委員長　西池正人）
☎24−2161　℻24−8661

徳島ヴォルティス
ホームゲームスケジュール
とき　10月28日㈯　午後２時から
対戦相手　水戸ホーリーホック
とき　11月11日㈯ 　午後２時から
対戦相手　大分トリニータ
会場　鳴門・大塚スポーツパーク
　　　ポカリスエットスタジアム

問い合わせ
徳島ヴォルティス株式会社
☎088（672）7339
℻088（672）7262
ホームページアドレス
http://www.vortis.jp/

吉野川市民デーを開催
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生活機能低下を防ごう
みんなで「生活不活発病」の予防を！

「出張！空き家専門相談会」
「空き家セミナー」
　相続問題、土地建物の売買・賃貸
契約に関することなど、空き家のこ
とでお困りの方、この機会に専門家
に相談してみませんか？
　また、相談会と併せて「空き家セ
ミナー」も開催します。
※相談会・セミナーともに、事前の
申し込みが必要です。
　相談会
とき　11月19日㈰
午後１時～５時
ところ　吉野川市役所東館２階221
会議室
相談料　無料
申込期限　11月９日㈭
　空き家セミナー
とき　11月19日㈰　午後１時～１
時50分　
ところ　吉野川市役所東館２階221
会議室
内容　
①空き家の実態、空き家が抱える問
題などについて
②空き家に関する補助制度について
③相続の手続きなどについて
受講料　無料
申込期限　11月９日㈭
★申込方法　申込用紙に必要事項を
記載し、ＦＡＸまたは電子メールで
申し込みください。申込用紙は、ホー
ムページからダウンロードできます。
※電話での申し込みも可能ですので、
気軽に連絡ください。
問い合わせ・申し込み

「とくしま回帰」住宅対策総合支援
センター
☎088（666）3124
℻088（666）3126
Ｅメール
soudan@tokushima-akiya.jp
ホームページ
http://www.tokushima-akiya.jp

阿波吉野川警察署だより
　全国地域安全運動
実施期間　10月11日㈬～ 20日㈮
　犯罪のない、安全で明るく住みよ
い地域社会を実現するために実施し
ます。
運動の推進重点
○自転車盗・車上ねらいの被害防止
○振り込め詐欺・振り込め類似詐欺

の被害防止
○子どもと女性の犯罪被害防止
　盗犯捜査強化月間

「おかしいと思ったら110番へ通報を」
☆不審者を見かけた
　不審者は、駐車場をうろついたり、
車内をのぞき込んだりします。また、
見張り役の運転手が車内で待機して
いる場合があります。

☆室内に犯人がいる
　家に帰ると、玄関戸が壊されたり
して室内から物音がするなど、犯人
が在室する可能性がある場合は絶対
に室内に入らない。
☆盗難被害に気付いたら
　玄関の鍵が壊され、室内が物色さ
れている。
※いずれの場合もただちに110番
通報をしてください。
※犯人は、現場に犯行の痕跡を残す
ことがあり、その痕跡が犯人検挙の
決め手となります。被害に気付いた
際は、現場をそのままにしてください。
問い合わせ
阿波吉野川警察署
☎25−6110　℻25−6133
鴨島町交番　☎24−2331

鴨島公民館だより
　★江川わくわくホールイベント案内
○武智カラオケ愛好会親睦歌謡大会
とき　10月22日㈰
開演　午前10時
入場料　無料

○第９回伝統芸能の祭典
～みんなで後継者を応援しよう～
とき　10月29日㈰　午後１時
入場料　無料
　★講座案内（参加費無料）
○そこがもっと知りたい
～災害時の健康管理と障害者への種
別の特性に応じた防災対策～
とき　10月23日㈪
　　　午後１時30分～２時45分
○元気づくり体操
～楽しい脳体操～
とき　10月26日㈭
　　　午後１時30分～３時
○子どもえいが会　
～スプーンおばさん～　
とき　10月28日㈯
　　　午前10時30分

○歴史
～秀吉の朝鮮侵攻　前編～
とき　11月１日㈬
　　　午前10時～ 11時30分
○健康セミナー
～健康な高齢者になるための食事～
とき　11月１日㈬
　　　午後３時～４時
○地域創生現地研修
～小松島みなと合同庁舎、日本製紙、
小松島漁港～
とき　11月２日㈭　午前８時40
分出発（午後４時30分帰着）
○やさしい経済
～税制改正はどうなっているのか～
とき　11月10日㈮
　　　午後１時30分～２時45分
○ＦＰから学ぶ「くらしとお金」
～ちょっと気になる活用法！生命保
険と税金～　
とき　11月11日㈯
　　　午前10時～ 11時30分
問い合わせ・申し込み
鴨島公民館
☎24−5111　℻24−5113

文化研修センター通信
　○藍住町・吉野川市文化協会合同
　　洋画展
とき　11月３日㈮㈷～５日㈰まで
ところ　文化研修センター
入場料　無料
　○「めぐみ」映画上映会
とき　12月16日㈯ 　午後６時～８時
ところ　文化研修センター
入場料　無料（整理券が必要）
　○一日体験講座
ところ　文化研修センター
★押し花のボールペン
とき　12月２日㈯　午後１時～３時
講師　近藤　佐起江さん
参加費　500円

★あったか手編み教室
とき　12月３日㈰　午後１時～４時
講師　森　悦子さん
参加費　クリスマスツリープレート
800円、暖かな帽子1750円、バ
ネロ金のミニポーチ800円
★やさしい中国語
とき　12月９日㈯　午後２時～３時
講師　楊　馨嵐さん
参加費　500円
★チャートで見る歴史講座
とき　12月12日㈫午後１時～４時
講師　沖野　勝徳さん
参加費　500円
★お正月の生け花教室
とき　12月21日㈭

　　　午後１時30分～４時
講師　仁木　葉甫さん（嵯峨御流）
参加費　盛花2000円　
　　　　万年青　実費
　○第８回吉野川市歌人クラブ短
　　歌大会
とき　11月12日㈰　午前10時
ところ　文化研修センター
※どなたでも聴講できます。
　○書人会展
とき　11月17日㈮～ 19日㈰
ところ　文化研修センター
入場料　無料
問い合わせ・申し込み
文化研修センター
☎22−0015　FAX22−0016
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「生活不活発病」とは、「動かない（生活が不活発な）」状態が続く
ことにより、心身の機能が低下して、「動けなくなる」ことをいいます。

炭
水
化
物
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
「
そ
の
２
」

　
炭
水
化
物
は「
糖
質
」と「
食

物
繊
維
」
に
分
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
糖
質
は
ブ
ド
ウ
糖
に

な
っ
て
、
脳
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源

と
な
る
の
が
主
な
働
き
で
す
。

こ
れ
に
対
し
て
食
物
繊
維
は
胃

や
腸
で
作
用
し
て
、
腸
内
環
境

を
改
善
し
た
り
、
余
分
な
糖
質

の
吸
収
を
抑
え
た
り
し
ま
す
。

　
食
物
繊
維
は
、
水
溶
性
と
不

溶
性
に
分
か
れ
ま
す
。
水
に
溶

け
る
水
溶
性
は
、
果
物
や
根
菜
、

海
藻
類
に
多
く
含
ま
れ
ま
す
。

お
腹
を
空
き
に
く
く
し
た
り
、

血
糖
値
や
血
中
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
の
上
昇
を
抑
え
た
り
、
腸
内

の
善
玉
菌
を
増
や
し
た
り
す
る

働
き
が
あ
り
ま
す
。
不
溶
性
は

大
豆
や
ご
ぼ
う
、
穀
類
に
多
く

含
ま
れ
、
水
に
溶
け
な
い
食
物

繊
維
で
す
。
腸
壁
を
刺
激
し
て

便
秘
を
改
善
し
ま
す
。
よ
く
か

ん
で
食
べ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

た
め
、
食
べ
過
ぎ
を
防
ぎ
ま
す
。

　
食
事
の
時
に
は
、
食
物
繊
維

の
多
い
野
菜
か
ら
先
に
食
べ
る

こ
と
で
、
血
糖
値
の
急
上
昇
を

抑
え
た
り
、
脂
肪
の
吸
収
も
抑

え
る
効
果
が
あ
る
の
で
、
野
菜

を
た
っ
ぷ
り
食
べ
る
よ
う
心
掛

け
ま
し
ょ
う
。

　
11
月
号
は
、「
野
菜
の
取
り

方
」
に
つ
い
て
掲
載
し
ま
す
。

お
し
え
て
!!
　歯
医
者
さ
ん

第
18
回

食
後
の
歯
磨
き

に
沈
着
し
元
に
戻
り
ま
す
。

　
ヒ
ト
の
口
の
中
で
は
、
こ
の
よ

う
な
変
化
が
日
々
繰
り
返
さ
れ
て

お
り
、
こ
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
る

と
虫
歯
が
発
生
し
ま
す
。
食
後
す

ぐ
の
歯
磨
き
を
避
け
た
方
が
良
い

と
い
う
の
は
、
弱
く
な
っ
た
歯
に

ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
な
い
こ
と
を
意

味
し
ま
す
。

 

　
し
か
し
、
こ
れ
は
歯
の
酸
蝕
症

の
デ
ー
タ
を
基
に
拡
大
解
釈
し
た

指
摘
で
、
通
常
の
食
事
の
後
、
歯

磨
き
で
ダ
メ
ー
ジ
が
生
じ
る
程
の

変
化
は
起
き
ま
せ
ん
。

　
ど
う
ぞ
、
安
心
し
て
歯
磨
き
を

続
け
て
く
だ
さ
い
。

﹇
歯
の
酸
蝕
症
﹈
食
品
や
環
境
中

の
酸
の
影
響
で
、
歯
が
溶
け
る
事
。

【
吉
野
川
市
歯
科
医
師
会
】

　
お
口
の
質
問
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
下
記
ま
で
メ
ー
ル
ま
た
は
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

質
問
　

　
ご
飯
を
食
べ
た
後
、
す

ぐ
に
歯
磨
き
す
る
の
は
良
く
な
い

と
、
週
刊
誌
の
記
事
で
読
み
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
、
食
後
す
ぐ
に
歯

磨
き
を
す
る
よ
う
に
子
供
に
教
え

て
き
た
の
で
す
が
、
何
か
問
題
が

あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　

回
答
　

　
結
論
か
ら
先
に
申
し
上

げ
ま
す
と
、
食
後
の
歯
磨
き
は
、

こ
れ
ま
で
通
り
続
け
て
い
た
だ
い

て
何
も
問
題
あ
り
ま
せ
ん
。
　

　
週
刊
誌
の
記
事
は
、
次
の
よ
う

な
根
拠
に
基
づ
く
指
摘
で
す
。

　
ヒ
ト
の
口
の
中
に
は
、
た
く
さ

ん
の
細
菌
が
生
息
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
細
菌
の
中
に
は
、
糖
質

を
代
謝
し
て
代
謝
産
物
と
し
て
酸

を
産
生
す
る
グ
ル
ー
プ
が
い
ま
す
。

食
事
を
す
る
と
、
こ
れ
ら
細
菌
の

活
動
に
よ
り
歯
の
周
囲
の
環
境
は

酸
性
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
こ

の
酸
性
の
度
合
い
は
、
歯
を
溶
か

す
の
に
十
分
な
の
で
す
。

　
こ
の
変
化
は
、
ず
っ
と
続
く
わ

け
で
は
な
く
、
主
に
唾
液
の
持
つ

緩
衝
能
と
呼
ば
れ
る
機
能
で
、

徐
々
に
ほ
ぼ
中
性
に
戻
り
ま
す
。

　
す
る
と
唾
液
中
に
含
ま
れ
て
い

る
成
分
が
歯
の
溶
け
だ
し
た
部
分

●お口の質問について（窓口）●
市秘書広報課　メールアドレス hishokouhou@yoshinogawa.i-tokushima.jp　FAX 22-2244

●問い合わせ 市介護保険課（地域包括支援センター）　☎22－2265　FAX22－2260

平成29年度　吉野川市介護予防講演会
　軽度認知障害（MCI）をご存じですか？認知症にならないために何をしたらよいのか。
そのような不安はありませんか？

軽度認知障害（MCI）と認知症予防
と　き　11月17日（金）
　　　　午後１時30分から３時15分（受け付け　午後１時～）
ところ　交流センター（旧吉野川市農村環境改善センター）
　　　　（吉野川市川島町桒村2827－70）

講　師　乾　俊夫　さん
　　　　（国立病院機構徳島病院神経内科医）
申し込み　不要（直接ご来場ください）　※　入場無料

軽度認知障害（MCI）と認知症予防
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「生活不活発病」予防のポイント
毎日の生活の中で活発に動くようにしましょう

○
介
護
保
険
制
度
と
は

　

介
護
保
険
は
、
高
齢
に
よ
る
身
体
機
能

の
衰
え
や
、
病
気
や
け
が
な
ど
に
よ
っ
て

介
護
が
必
要
と
な
っ
た
方
と
そ
の
家
族
を
、

社
会
全
体
で
支
え
ま
す
。
40
歳
以
上
の
す

べ
て
の
方
が
被
保
険
者
と
な
っ
て
介
護
保

険
に
加
入
し
保
険
料
を
納
め
ま
す
。

　

介
護
保
険
被
保
険
者
は
利
用
限
度
額
の

範
囲
内
で
あ
れ
ば
、
１
割
ま
た
は
２
割
負

担
で
各
種
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

○
利
用
対
象
者
（
介
護
保
険
が
利
用
で
き

る
の
は
、
介
護
が
必
要
と
な
り
、
要
支
援
・

要
介
護
認
定
を
受
け
た
方
で
す
）

①
第
１
号
被
保
険
者
（
65
歳
以
上
の
方
）

②
第
２
号
被
保
険
者
（
40
歳
以
上
65
歳
未

満
の
方
）
の
う
ち
、
特
定
16
疾
病
が
原

因
で
日
常
生
活
に
介
護
が
必
要
と
な
り
、

認
定
を
受
け
た
方
。

○
介
護
保
険
の
保
険
証
に
つ
い
て

・
第
１
号
被
保
険
者
：
65
歳
の
誕
生
月
の

前
月
末
ご
ろ
に
市
か
ら
送
付
し
ま
す
。

・
第
２
号
被
保
険
者
：
要
支
援
・
要
介
護

認
定
を
受
け
た
時
に
交
付
し
ま
す
。

※
保
険
料
は
確
定
申
告
の
際
に
社
会
保
険

料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
年
金
天

引
分
の
保
険
料
は
、
年
金
の
源
泉
徴
収

票
に
記
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

●問い合わせ　市介護保険課介護保険係　☎22−2264　FAX22−2260

介護保険を利用するには

１　申請
　本人または家族などが、市の窓口などで申請書を
提出します（居宅介護支援事業所などでも代行申請
が可能）。

２　要介護認定
　　認定調査の後に審査・判定が行われ、介護や支援

が必要な度合い（要介護度）が決まります。
　①認定調査　専門調査員が家庭訪問し、本人の心身

状態や居住環境などについて聞き取り調査を行い
ます。

　②主治医の意見書　市の依頼により主治医が意見書
を作成します。

　③審査・判定　専門家で構成される「介護認定審査
会」で介護の必要度を総合的に審査・判定します。

３　認定結果の通知
　自立（非該当）、要支援1 ～ 2、要介護1 ～ 5の
認定を行い、判定結果は介護保険証に記入して本人
に通知（申請から約30日かかります）します。

４　ケアプランの作成・決定、サービスの開始
　要介護１〜５の方については居宅介護支援事業所
のケアマネジャーにケアプランの作成を依頼し、本
人や家族と相談のうえ決定し、サービスを開始しま
す。
　要支援１または２の方は、地域包括支援センター
のケアマネジャーが介護予防ケアプランを作成・決
定しサービスを開始します。

みんなで支えよう
～介護保険～

　平成30年４月からの介護保険料改定に向け、今月から
６回に分けて制度について説明します

第１回　介護保険の利用手順

みんなで支えよう
～介護保険～
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「生活不活発病」予防のポイント
家庭・地域・社会で楽しみや役割をもちましょう

高齢者のインフルエンザ予防接種実施のお知らせ
　高齢者の方を対象に、予防接種法に基づくインフルエンザ予防接種を実施します。
●実施期間
11月１日（水）～ 12月28日(木）
※インフルエンザの流行時期に間に合うように、できるだけ12月中旬までに接種を受けてください。

●対象者
インフルエンザ予防接種を希望する（本人の意思確認ができる）吉野川市民の方で、次の①、②の
いずれかに該当する方。ただし、接種日の時点で該当年齢に達していること。
①満65歳以上の方
②満60歳以上65歳未満の方で、厚生労働省令で定める、心臓、じん臓もしくは呼吸器の機能また

はヒト免疫不全ウイルスによる、免疫の機能に障害を有する方
●申し込み方法
接種を受ける市指定医療機関に、希望日の５日前までに申し込みください。予診票は医療機関に備
え付けています。
※接種を受ける際には、本人確認ができるもの（健康保険証など）を提示してください。

●個人負担金　1,300円　　接種を受ける医療機関の窓口でお支払いください。
※生活保護世帯に属する方は無料となりますので、事前に健康推進課（本館１階）または各支所（川島・山川・

美郷）で申請してください。
※市指定の医療機関以外で接種を受ける場合は、全額個人負担となります。

医　療　機　関　名 電話番号 医　療　機　関　名 電話番号

鴨
　
　
　
　
　
島
　
　
　
　
　
町

あおぞら内科 22−1311
鴨
　
島
　
町

美摩病院 24−2957
麻名内科外科クリニック 26−0020 森住内科医院 22−3010
阿部整形外科 24−4880 吉野川医療センター 26−2222
井内内科 24−3070 リバーサイドクリニック岡田 24−8884
石原小児科 24−2388 渡辺医院 24−7177
石原内科循環器科 24−2536 和田耳鼻咽喉科 24−2566
糸田川クリニック 24−7555

川
　
島
　
町

岡田医院 25−3566
いぬい産科婦人科クリニック 22−1230 岸整形外科 25−3133
大内整形外科 24−3058 四宮医院 25−2016
梶本胃腸科内科 24−2413 杉山医院 25−2802
かなめ小児科内科クリニック 26−0310 矢田医院 25−2006
鴨島川島クリニック 24−8551

山
　
　
川
　
　
町

工藤内科医院 42−3113
鴨島耳鼻咽喉科 24−8070 さくら診療所 42−5520
鴨島病院 24−6565 谷医院 42−2353
木村内科胃腸科 24−6413 富本医院 42−3123
杏和医院 22−0333 中西内科クリニック 42−6755
国立病院機構徳島病院 24−2161 松永医院 42−2110
鈴木内科（喜来） 24−3413 三木クリニック 42−6618
鈴木内科（敷地） 24−5880 山下耳鼻咽喉科クリニック 42−7533
知恵島皮膚科診療所 36−9012 よしのがわ往診診療所 36−1850
筒井クリニック 24−3300 美郷 美郷診療所 26−7570
古本内科クリニック 24−7377

平成29年度 インフルエンザ予防接種吉野川市指定医療機関

●問い合わせ　市健康推進課　☎22−2268　FAX22−2245
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「生活不活発病」予防のポイント
歩きにくくなっても、杖や伝い歩きなどの工夫を

吉野川市 子育て支援施設 11月の行事予定
【マークの説明】 Ａ：午前実施　Ｐ：午後実施　D：日中実施　★：要予約
 親：親対象　子：未就学児対象　乳：乳児のみ対象　幼：幼児のみ対象　児：幼稚園以上が対象　その他：具体的に記載

施設名 子育て支援センター
ちびっこドーム

子育て支援館
ぶどうの木 鴨島児童館 鴨島南児童館 近久児童館 八坂児童館

場所
川島町桒村
2421番地1

（川島こども園内）　　　　　

鴨島町鴨島440番地２
（認定こども園めぐみ

幼稚園めぐみ保育園北側）
鴨島町知恵島
1208番地2

鴨島町飯尾
550番地76

川島町学字近久
157番地2

山川町安楽寺
165番地

連絡先 TEL 0883-25-6616
FAX 0883-25-6617

TEL(FAX) 0883-38-9117
TEL 0883-24-2435

TEL
FAX 0883-24-2379 TEL

FAX 0883-22-2277 TEL
FAX 0883-25-4985 TEL

FAX 0883-42-6828

開館日 月～土 月～金 月～土 月～土 月～土 月～土

開館時間 9時～ 17時 9時～ 15時 10時～ 18時（月～金）
13時～ 18時（土曜日） ９時30分～ 18時 9時～ 17時30分（月～金）

13時～ 17時30分（土曜日）
10時～ 17時30分（月～金）
13時～ 17時30分（土曜日）

1 水 D親子 自由遊び A親子
2歳児

コアラ
ルーム D 自由遊び Ａ親子

Ｐ★児 英会話教室 D 自由遊び D 自由遊び

2 木 D親子 自由遊び Ａ親子
0,1歳児

カンガルー
ルーム Ｄ 自由遊び Ａ★親子

Ｐ★児 菜園活動　 D 自由遊び D 手芸の日

3 金

4 土 D親子 自由遊び Ｐ★児 クリスマス
リース作り Ａ★親子 　ぴよぴよ

広場　 P児 ゲーム大会 P 自由遊び

5 日

6 月 A親子 ゆきこおばちゃ
んと遊ぼう Ａ親子 園庭開放

子育て相談　　　Ｐ児 俳句教室 Ｄ 自由遊び A親子 英語 D 自由遊び

7 火 D親子 自由遊び Ｄ親子 自由遊び Ｄ 自由遊び
Ａ★親子
Ａ親子
Ａ親子　

乳幼児子育て広場
育児相談
ほっとティーブレイク　 　　　　　　　　

P児 英語 P幼・児 おやつ作り

8 水 A親子 子育て何でも相談
こども園園庭開放

Ａ親子
2歳児

コアラ
ルーム Ａ★親子 ティータイム＆

クッキング
Ａ親子
Ｐ★児 英会話教室 D 自由遊び D 自由遊び

9 木 D親子 身体計測 Ａ親子
0,1歳児

カンガルー
ルーム Ｄ 自由遊び Ｄ 自由遊び D 自由遊び A★親子 ベビー

マッサージ

10 金 A★親子 保育所見学ツアー
（鴨島編） Ａ親子 のんびり

ティータイム Ｄ 自由遊び Ｄ 夢まつり準備
の為休館 D 自由遊び P幼・児 英語教室

11 土 A★親子 楽しい親子の筆
ペン・硬筆教室

Ｄ★親子　
幼児 秋のバス遠足 Ｐ親子児 子ども

夢まつり P児 ドッジ P 自由遊び

12 日

13 月 D親子 自由遊び Ａ親子 園庭開放
自由遊び Ｄ 自由遊び Ｄ 自由遊び A親子 おやつ作り P★児 絵画教室

14 火 A親子 絵本の
読み聞かせ A★親子 ファースト

サイン Ｐ★児 絵画教室 Ａ★親子　　　 
Ａ親子　　　　

みんなで楽しくリトミック　　　　　　　　　
ほっとティーブレイク　 　　　　　　　　P児 おやつ作り P幼・児 子育て広場

15 水 A親子 実験アラカルト Ａ★親子 お誕生日会 Ａ★親子 助産師による産後
メンテナンス教室

Ａ親子
Ｐ★児 英会話教室 D 自由遊び P幼・児 ダルクローズ

リトミック

16 木 A親子 こどものため
の食育サロン

Ａ親子
0,1歳児

カンガルー
ルーム Ｐ児 茶道クラブ Ｐ★児 硬筆教室 P児 茶道 P幼・児 お芋ほり

17 金 A★親子
Ｐ親子

赤ちゃんヨガ＆ベビー
マッサージ・キラキラ
ビーズブレスレット作り

Ｄ親子 自由遊び
身体測定 Ａ★親 親なび

プログラム Ｐ★児 茶道教室 D 自由遊び A★児 おにぎり
パーティ

18 土 D親子 自由遊び D親子 バザー Ｐ 自由遊び Ａ★親子　　　　
Ｐ★児 クッキング P児 愛館日 P 自由遊び

19 日

20 月 D親子 自由遊び Ａ親子 園庭開放
子育て相談 Ｄ 自由遊び Ｐ★児 絵画教室 A★親子 食育 P幼・児 おやつ作り

21 火 A★親子 ピラティス
体験会 Ｄ親子 自由遊び Ｄ 自由遊び Ａ親子

Ｐ★児
ほっとティーブレイク 
書道教室 P児 工作 P幼・児 絵本の日

22 水 A★親子
A親子

誕生会・写真撮影
こども園園庭開放

Ａ親子
2歳児

コアラ
ルーム Ｄ 自由遊び Ａ親子

Ｐ★児 英会話教室 D 自由遊び D 自由遊び

23 木

24 金 Ｄ親子 自由遊び Ａ★親子 ミルク親子
クッキング Ａ★親子　リズム体操　　　　　P児 生け花 D 自由遊び

25 土 D親子 ちびっこドームフェ
スティバル2017 Ｐ児 おもちゃ病院

が来るよ！ Ｄ 自由遊び P児 炊き出し
訓練 P 自由遊び

26 日

27 月 P親子 午前中休館
自由遊び Ａ親子 園庭開放

子育て相談 Ｄ 自由遊び Ｄ 自由遊び A親子 紙芝居
読み聞かせ P幼・児 やさかあそべぇ

（運動教室）

28 火 A親子
P★親子

リトリト☆リトミック
Let'sEnjoyEnglish A★親子 ファースト

トーク
Ａ親子
Ｐ★児

絵本の読み聞かせ
絵画教室

Ａ★親子　　　　
Ｐ★児 お誕生会 D 自由遊び D 自由遊び

29 水 D親子 身体計測 Ａ親子　 イザヤ先生と
英語で遊ぼう！ Ｄ 自由遊び Ａ親子

Ｐ★児 英会話教室 D 自由遊び D 自由遊び

30 木 D親子 自由遊び Ａ★親子 野菜ソムリエ
講習会 Ｐ★児 野菜ソムリエ

クッキング Ｐ★児 硬筆教室 P児 散歩 D 手芸の日

※詳細については、直接施設までお問い合わせください。※上記の行事予定が、やむを得ない事情により予告なく変更となる場合がありますのでご了承ください。
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「生活不活発病」予防のポイント
身の回りのことや家事などがやりにくくなったら早めに相談を

夜間・休日在宅当番医表

10月・11月

☆平日／ 18時～22時  ☆休日／ 9時～13時、14時～18時、19時～22時
☆○印は、休日診療日
☆吉野川市ホームページにも「夜間・休日当番医」の案内があります。
☆日本中央テレビ、ケーブルネットおえでも放送しています。
☆変更になる場合がありますので、当番医または徳島中央広域連合
　（☎26−1190）で必ずご確認のうえ受診してください。
☆問い合わせ／市健康推進課　☎22−2268　℻22−2245

10月 11月 医　院　名 電話番号
11 ９ 古本内科クリニック 24−7377
12 ⑤ 富 本 医 院 42−3123
13 14 渡 辺 医 院 24−7177
14 13 美 摩 病 院 24−2957
⑮ 24 鈴木内科（敷地） 24−5880
16 ⑲ 大 内 整 形 外 科 24−3058
17 杏 和 医 院 22−0333
18 ㉓ 高橋皮膚科クリニック 24−5122
19 中西内科クリニック 42−6755
20 ㉖ 工 藤 内 科 医 院 42−3113
21 27 井 内 内 科 24−3070
㉒ 25 阿 部 整 形 外 科 24−4880
23 28 鴨 島 耳 鼻 咽 喉 科 24−8070
24 30 いぬい産科婦人科クリニック 22−1230
25 石原内科循環器科 24−2536
26 リバーサイドクリニック岡田 24−8884

10月 11月 医　院　名 電話番号
27 グリーン耳鼻咽喉科 24−2488
28 森 住 内 科 医 院 22−3010
㉙ 29 鈴木内科（喜来） 24−3413
30 麻名内科外科クリニック 26−0020
31 さ く ら 診 療 所 42−5520

１ あ お ぞ ら 内 科 22−1311
２ かなめ小児科内科クリニック 26−0310
③ 岸 整 形 外 科 25−3133
４ 知恵島皮膚科診療所 36−9012
６ よしのがわ往診診療所 36−1850
７ 糸田川クリニック 24−7555
８ 和 田 耳 鼻 咽 喉 科 24−2566
10 石 原 小 児 科 24−2388
11 梶 本 胃 腸 科 内 科 24−2413
⑫ 鴨 島 病 院 24−6565
15 四 宮 医 院 25−2016

「
た
の
し
い
う
た
」

　
　
　
牛
島
小
学
校
　
河
野 

ま
り
い

た
の
し
い
な

み
ん
な
で
う
た
う
と

え
が
お
が
で
て
く
る

大
き
な
こ
え
で

う
さ
ぎ
も
う
た
う

こ
と
り
も
う
た
う

二
人
で
う
た
う
と

み
ん
な
が
う
た
う

　
　

（「
ぶ
ん
げ
い
麻
植
」
第
12
号
よ
り
）

②
家
庭
内
行
事
を
大
切
に
し
ま
し

ょ
う
。

③
か
け
が
え
の
な
い
存
在
で
あ
る
こ

と
を
伝
え
ま
し
ょ
う
。

④
子
ど
も
へ
の
期
待
感
を
伝
え
ま
し

ょ
う
（
過
大
な
期
待
で
な
く
、
達
成

可
能
な
期
待
）。

⑤
良
い
と
こ
ろ
は
時
間
を
お
か
ず
に

褒
め
ま
し
ょ
う
。

●
毎
月
第
１
日
曜
日
は

　
　
　
　
　
「
家
庭
の
日
」

  

家
族
み
ん
な
が
、
心
も
体
も
休
ま

せ
る
こ
と
が
で
き
る
心
の
居
場
所
は

家
庭
で
す
。
家
族
み
ん
な
で
協
力
し

て
、
あ
た
た
か
い
家
庭
を
作
り
、
非

行
か
ら
子
ど
も
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

　連
絡
先
・
問
い
合
わ
せ

市
青
少
年
育
成
補
導
セ
ン
タ
ー

☎
25

－

６
６
２
０

℻
25

－

６
６
２
１

　あ
た
た
か
い
家
庭
づ
く
り

●
家
族
の
絆

　
子
ど
も
が
成
長
し
、
思
春
期
に
入

る
こ
ろ
の
心
配
の
一
つ
に
、
非
行
に

走
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
際
、

非
行
防
止
の
ブ
レ
ー
キ
と
な
る
の
が

「
家
族
の
絆
」
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

家
族
の
結
び
つ
き
が
強
い
と
、
非
行

に
走
り
に
く
く
、
た
と
え
思
春
期
の

子
で
あ
っ
て
も
極
端
な
暴
走
は
し
ま

せ
ん
。
日
頃
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
と
っ
て
、
何
で
も
話
し
合

え
た
り
、
相
談
し
た
り
で
き
る
雰
囲

気
を
作
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

●
親
子
の
絆

　
子
ど
も
に
と
っ
て
、
安
心
し
て
生

活
で
き
る
と
い
う
こ
と
は
、
親
子
の

絆
が
し
っ
か
り
結
ば
れ
て
い
て
、
精

神
的
に
安
定
し
て
い
る
こ
と
で
す
。

子
ど
も
は
「
自
分
は
親
か
ら
愛
さ
れ

て
い
る
。
大
切
に
さ
れ
て
い
る
。」

と
い
う
気
持
ち
が
あ
っ
て
は
じ
め
て

社
会
に
安
心
し
て
船
出
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
親
子
の
絆
を
強
め
る
た

め
に
、
次
の
よ
う
な
こ
と
を
心
掛
け

ま
し
ょ
う
。

①
親
子
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

密
に
し
ま
し
ょ
う
。
　

青
少
年
育
成
補
導

青
少
年
育
成
補
導

青
少
年
育
成
補
導

編
集
後
記

編
集
後
記

　
風
に
落
ち
着
き
を
感
じ
、
心

に
ゆ
と
り
を
持
て
る
季
節
に
な

り
ま
し
た
。「
〇
〇
の
秋
」
と

い
う
言
葉
が
た
く
さ
ん
あ
る
よ

う
に
、
何
か
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す

る
に
は
、
絶
好
の
タ
イ
ミ
ン
グ

で
す
ね
。

　
今
年
、
私
が
目
を
つ
け
た
い

の
は
宝
く
じ
。「
オ
ー
タ
ム
ジ
ャ

ン
ボ
」
は
、
今
年
度
か
ら
「
ハ

ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ
」
に
名
称

変
更
さ
れ
ま
し
た
。

　
夢
を
買
う
だ
け
で
終
わ
り
、

無
駄
遣
い
を
し
て
し
ま
っ
た
と

嘆
い
て
し
ま
い
が
ち
で
す
が
、

実
は
宝
く
じ
の
収
益
金
の
一
部

は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
金
と
し

て
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
、

吉
野
川
市
で
は
２
つ
の
団
体
が

助
成
事
業
を
受
け
ま
し
た
（
本

号
13
ペ
ー
ジ
参
照
）。

　
億
万
長
者
の
夢
と
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
充
実
に
貢

献
で
き
る
現
実
を
、
同
時
に
か

な
え
ら
れ
る
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の
秋
。

あ
な
た
は
、
こ
の
秋
ど
ん
な
こ

と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
す
か
？

（
編
）

10月 11月 医　院　名 電話番号
16 糸 田 川 眼 科 24−2531
17 杉 山 医 院 25−2802
18 松 永 医 院 42−2110
20 矢 田 医 院 25−2006
21 木 村 内 科 胃 腸 科 24−6413
22 谷 医 院 42−2353

●徳島市夜間休日急病診療所（☎088−622−3576）
●県立中央病院（☎088−631−7151）
〈月～土〉　8時30分～19時30分　最寄りの医療機関
　　　　　19時30分～22時30分

徳島市夜間休日急病診療所
　　　　　22時30分～翌8時30分　県立中央病院
〈日・祝日〉　9時00分～17時00分

徳島市夜間休日急病診療所
　　　　　18時00分～22時30分

徳島市夜間休日急病診療所
　　　　　22時30分～翌8時30分　県立中央病院
●吉野川医療センター（旧麻植協同病院）（☎26−2222）
　診療日　日曜日
　診療時間　９時～17時（直接問い合わせてください）

小児救急医療体制

●問い合わせ　市介護保険課（地域包括支援センター）　☎22−2265　FAX22−2260

11 月の介護予防教室

11月のリハビリ教室

11
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月

日 曜日 時　　　間 場　　　所 地区 内　　　容

2 木
9:00 ～ 10:30 忌部農業構造改善センター 山 川

健
　
　
　
　
康
　
　
　
　
相
　
　
　
　
談

楽 し い 脳 体 操
13:00 ～ 14:30 鍛治屋敷公会堂 川 島 栄 養 の お 話

6 月 9:00 ～ 10:30 南町集会所 山 川 介 護 予 防 体 操
8 水 9:00 ～ 10:30 川島公民館久保田分館 川 島 介 護 予 防 体 操

10 金 9:00 ～ 10:30 三ツ島西公会堂 川 島 介 護 予 防 体 操
13 月 13:00 ～ 14:30 飯尾敷地地区公民館・飯尾敷地コミュニティーセンター 鴨 島 口腔（こうくう）ケア
14 火 9:00 ～ 10:30 川島老人福祉センター 川 島 介 護 予 防 体 操
15 水 9:10 ～ 10:30 中古井広域集落センター 美 郷 介 護 予 防 体 操

16 木
9:00 ～ 10:30 牛島地区公民館 鴨 島 介 護 予 防 体 操

13:00 ～ 14:30 山路東原集会所 鴨 島 介 護 予 防 体 操
17 金 9:00 ～ 10:30 川島公民館岡山分館 川 島 介 護 予 防 体 操

21 火
9:00 ～ 10:30 川島公民館上桜分館 川 島 楽 し い 脳 体 操

13:00 ～ 14:30 山川公民館 山 川 介 護 予 防 体 操
22 水 9:00 ～ 10:30 こだま会館 川 島 介 護 予 防 体 操

24 金
9:00 ～ 10:30 森山地区公民館 鴨 島 介 護 予 防 体 操

13:00 ～ 14:30 東山老人憩の家 美 郷 楽 し い 脳 体 操

27 月
9:00 ～ 10:30 鴨島老人福祉センター 鴨 島 介 護 予 防 体 操

13:00 ～ 14:30 知恵島老人憩の家 鴨 島 栄 養 の お 話
28 火 9:00 ～ 10:30 川島公民館山田分館 川 島 介 護 予 防 体 操

※健康手帳をご持参ください。　　※資料がある場合があります。眼鏡が必要な方はご持参ください。
※健康相談の受付時間は、基本的に開始時刻から30分間です。

11
　
　
月

日 曜日 時　　　間 場　　　所 地区 内　　　容
10 金 9:00 ～ 11:00 川島公民館本町分館 川 島

・血圧測定
・理学療法士による個別運動指導
・集団体操

14 火 9:00 ～ 11:00 元木会館 山 川
15 水 13:30 ～ 15:30 山瀬地区公民館 山 川
20 月 9:30 ～ 11:30 西麻植地区公民館 鴨 島
27 月 13:00 ～ 15:00 大東・江川公会堂 鴨 島
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「無理は禁物」「安静第一」と思いこまないで

「
た
の
し
い
う
た
」

　
　
　
牛
島
小
学
校
　
河
野 

ま
り
い

た
の
し
い
な

み
ん
な
で
う
た
う
と

え
が
お
が
で
て
く
る

大
き
な
こ
え
で

う
さ
ぎ
も
う
た
う

こ
と
り
も
う
た
う

二
人
で
う
た
う
と

み
ん
な
が
う
た
う

　
　

（「
ぶ
ん
げ
い
麻
植
」
第
12
号
よ
り
）

②
家
庭
内
行
事
を
大
切
に
し
ま
し

ょ
う
。

③
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え
の
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で
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と
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ょ
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。

④
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の
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を
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え
ま
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う
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過
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で
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達
成

可
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期
待
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い
と
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間
を
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に
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ょ
う
。

●
毎
月
第
１
日
曜
日
は

　
　
　
　
　
「
家
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の
日
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家
族
み
ん
な
が
、
心
も
体
も
休
ま

せ
る
こ
と
が
で
き
る
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の
居
場
所
は
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で
す
。
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な
で
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し

て
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●
家
族
の
絆

　
子
ど
も
が
成
長
し
、
思
春
期
に
入

る
こ
ろ
の
心
配
の
一
つ
に
、
非
行
に

走
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
際
、

非
行
防
止
の
ブ
レ
ー
キ
と
な
る
の
が

「
家
族
の
絆
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と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

家
族
の
結
び
つ
き
が
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い
と
、
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に
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に
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く
、
た
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え
思
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期
の
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で
あ
っ
て
も
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走
は
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ん
。
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ョ
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。
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が
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ば
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、
精

神
的
に
安
定
し
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い
る
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と
で
す
。
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は
「
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分
は
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か
ら
愛
さ
れ

て
い
る
。
大
切
に
さ
れ
て
い
る
。」

と
い
う
気
持
ち
が
あ
っ
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は
じ
め
て

社
会
に
安
心
し
て
船
出
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
親
子
の
絆
を
強
め
る
た

め
に
、
次
の
よ
う
な
こ
と
を
心
掛
け

ま
し
ょ
う
。
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風
に
落
ち
着
き
を
感
じ
、
心

に
ゆ
と
り
を
持
て
る
季
節
に
な

り
ま
し
た
。「
〇
〇
の
秋
」
と

い
う
言
葉
が
た
く
さ
ん
あ
る
よ

う
に
、
何
か
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す

る
に
は
、
絶
好
の
タ
イ
ミ
ン
グ

で
す
ね
。

　
今
年
、
私
が
目
を
つ
け
た
い

の
は
宝
く
じ
。「
オ
ー
タ
ム
ジ
ャ

ン
ボ
」
は
、
今
年
度
か
ら
「
ハ

ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ
」
に
名
称

変
更
さ
れ
ま
し
た
。

　
夢
を
買
う
だ
け
で
終
わ
り
、

無
駄
遣
い
を
し
て
し
ま
っ
た
と

嘆
い
て
し
ま
い
が
ち
で
す
が
、

実
は
宝
く
じ
の
収
益
金
の
一
部

は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
金
と
し

て
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
、

吉
野
川
市
で
は
２
つ
の
団
体
が

助
成
事
業
を
受
け
ま
し
た
（
本

号
13
ペ
ー
ジ
参
照
）。

　
億
万
長
者
の
夢
と
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
充
実
に
貢

献
で
き
る
現
実
を
、
同
時
に
か

な
え
ら
れ
る
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の
秋
。

あ
な
た
は
、
こ
の
秋
ど
ん
な
こ

と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
す
か
？

（
編
）

図  書  だ  よ  り

◆開館時間
　午前10時～午後６時
◆10月、11月の休館日

水曜日、祝日、月末資料整理日（10
月31日㈫、11月30日㈭）、特別資
料整理日（11月７日㈫～ 16日㈭）
◆吉野川市青少年育成市民会議川島支
部作品展
とき　10月30日㈪まで
ところ　川島図書館１階ロビー
入場料　無料
◆秋の手作り教室−ハロウィングッズ
（事前申し込みが必要）
とき　10月21日㈯
　　　午後１時30分～３時30分
ところ　川島図書館２階
講師　西山欣子さん
参加費　無料

◆開館時間
　午前10時～午後６時
◆10月、11月の休館日
　月曜日、祝日（ただし、11

月３日㈮㈷は開館）、振替休
日（11月７日㈫）、月末資料
整 理 日（10月31日 ㈫、11
月30日㈭）
◆おはなし会

11月11日㈯　午後１時30
分から（約30分間）／毎月
第２土曜日開催
◆子ども映画会

10月21日㈯（めいたんてい
ラスカル）、11月４日㈯（ま
んが世界昔ばなし）、11月
18日㈯（動物の赤ちゃん）（午
後２時から約１時間）

鴨島図書室（鴨島公民館内）
☎24−5111　FAX24−5113 川 島 図 書 館

☎25−3141　FAX25−5382
山 川 図 書 館

☎42−5222　FAX26−4101
◆開室時間　　午前10時～午後６時
◆10月、11月の休室日
　火曜日、祝日
◆ボランティアグループ「よみっこ★か
～も」による絵本のよみきかせの会
毎月第２土曜日午前10時30分から
／鴨島公民館２階和室／絵本の読み
聞かせ、紙芝居、エプロンシアター
など
◆新刊案内
　【一般書】
　　「デンジャラス」　　桐野夏生　著
　　「黒い波紋」　　　　曽根圭介　著
　　「潮騒はるか」　　　葉室　麟　著
　【児童書】
　　「ぼくのイスなのに！」
　　　　　　　　ロス・コリンズ　著
　　「ガルマンの夏」　
　　　　　　スティアン・ホーレ　著



慶事法事・各種宴会

（有）クリーンエンゼル
各種ごみの処理いたします!!

ご一報ください。お見積もり無料です。

吉野川市川島町山田字芝生39番地6

ごみのことならおまかせください!

5,400 4,320 5,400 6,480

保険のプロがお客様の立場で加入中の保障内容の

説明や見直しの仕方まで丁寧にアドバイスしてくれます。
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FAX

大切な思い出を心ゆくまで語り合っていただけたら…

TEL. 0883 24-8989
吉野川市鴨島町鴨島471-2

法要・ご会食プランのご案内
●5,400円コース………
●6,480円コース
●7,560円コース

8品 ●無料送迎バス（少人数
●お料理は旬の素材を用いますので、
季節により料理内容が変わります。

●法要引き出物ご手配させて頂きま
●お弁当の宅配も承ります。

料理長の会席おすすめ3コース（各コース 税・サ込）

………

……

9品
10品

可）

す。


	広報よしのがわ17.10月号1-6
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